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    第一章


    
      1ダビデの子こソロモンはその国くにに自分じぶんの地位ちいを確立かくりつした。その神かみ、主しゅが共ともにいまして彼かれを非常ひじょうに大おおいなる者ものにされた。
    


    
      2ソロモンはすべてのイスラエルびと、すなわち千人にんの長ちょう、百人にんの長ちょう、さばきびとおよびイスラエルの全ぜん地ちのすべてのつかさ、氏族しぞくのかしらたちに告つげた。 3そしてソロモンとイスラエルの全ぜん会衆かいしゅうはともにギベオンにある高たかき所ところへ行いった。主しゅのしもべモーセが荒野あらので造つくった神かみの会見かいけんの幕屋まくやがそこにあったからである。 4（しかし神かみの箱はこはダビデがすでにキリアテ・ヤリムから、これのために備そなえた所ところに運はこび上のぼらせてあった。ダビデはさきに、エルサレムでこれのために天幕てんまくを張はって置おいたからである。） 5またホルの子こであるウリの子こベザレルが造つくった青銅せいどうの祭壇さいだんがその所ところの主しゅの幕屋まくやの前まえにあり、ソロモンおよび会衆かいしゅうは主しゅに求もとめた。 6ソロモンはそこに上のぼって行いって、会見かいけんの幕屋まくやのうちにある主しゅの前まえの青銅せいどうの祭壇さいだんに燔祭はんさい一千をささげた。
    


    
      7その夜よる、神かみはソロモンに現あらわれて言いわれた、「あなたに何なにを与あたえようか、求もとめなさい」。 8ソロモンは神かみに言いった、「あなたはわたしの父ちちダビデに大おおいなるいつくしみを示しめし、またわたしを彼かれに代かわって王おうとされました。 9主しゅなる神かみよ、どうぞわが父ちちダビデに約束やくそくされた事ことを果はたしてください。あなたは地ちのちりのような多おおくの民たみの上うえにわたしを立たてて王おうとされたからです。 10この民たみの前まえに出入でいりすることのできるように今いまわたしに知恵ちえと知識ちしきとを与あたえてください。だれがこのような大おおいなるあなたの民たみをさばくことができましょうか」。 11神かみはソロモンに言いわれた、「この事ことがあなたの心こころにあって、富とみをも、宝たからをも、誉ほまれをも、またあなたを憎にくむ者ものの命いのちをも求もとめず、また長命ちょうめいをも求もとめず、ただわたしがあなたを立たてて王おうとしたわたしの民たみをさばくために知恵ちえと知識ちしきとを自分じぶんのために求もとめたので、 12知恵ちえと知識ちしきとはあなたに与あたえられている。わたしはまたあなたの前まえの王おうたちの、まだ得えたことのないほどの富とみと宝たからと誉ほまれとをあなたに与あたえよう。あなたの後のちの者ものも、このようなものを得えないでしょう」。 13それからソロモンはギベオンの高たかき所ところを去さり、会見かいけんの幕屋まくやの前まえを去さって、エルサレムに帰かえり、イスラエルを治おさめた。
    


    
      14ソロモンは戦車せんしゃと騎兵きへいとを集あつめたが、戦車せんしゃ一千四百両りょう、騎兵きへい一万二千人にんあった。ソロモンはこれを戦車せんしゃの町々まちまちと、エルサレムの王おうのもととに置おいた。 15王おうは銀ぎんと金きんを石いしのようにエルサレムに多おおくし、香柏こうはくを平野へいやのいちじく桑くわのように多おおくした。 16ソロモンが馬うまを輸入ゆにゅうしたのはエジプトとクエからであった。すなわち王おうの貿易ぼうえき商人しょうにんがクエから代価だいかを払はらって受うけ取とって来きた。 17彼かれらはエジプトから戦車せんしゃ一両りょうを銀ぎん六百シケルで輸入ゆにゅうし、馬うま一頭とうを銀ぎん百五十で輸入ゆにゅうした。同おなじようにこれらのものが彼かれらによってヘテびとのすべての王おうたち、およびスリヤの王おうたちにも輸出ゆしゅつされた。
    

  


  


  
    第二章


    
      1さてソロモンは主しゅの名なのために一つの宮みやを建たて、また自分じぶんのために一つの王宮おうきゅうを建たてようと思おもった。 2そしてソロモンは荷にを負おう者もの七万人にん、山やまで石いしを切きり出だす者もの八万人にん、これらを監督かんとくする者もの三千六百人にんを数かぞえ出だした。 3ソロモンはまずツロのヒラムに人ひとをつかわして言いわせた、「あなたはわたしの父ちちダビデに、その住すむべき家いえを建たてるために香柏こうはくを送おくられました。どうぞ彼かれにされたように、わたしにもして下ください。 4見みよ、わたしはわが神かみ、主しゅの名なのために一つの家いえを建たて、これを聖別せいべつして彼かれにささげ、彼かれの前まえにこうばしい香こうをたき、常供じょうくのパンを供そなえ、また燔祭はんさいを安息日あんそくにち、新月しんげつ、およびわれらの神かみ、主しゅの定さだめの祭まつりに朝夕あさゆうささげ、これをイスラエルのながく守まもるべき定さだめにしようとしています。 5またわたしの建たてる家いえは大おおきな家いえです。われらの神かみはすべての神かみよりも大おおいなる神かみだからです。 6しかし、天てんも、諸しょ天てんの天てんも彼かれを入いれることができないのに、だれが彼かれのために家いえを建たてることができましょうか。わたしは何者なにものですか、彼かれのために家いえを建たてるというのも、ただ彼かれの前まえに香こうをたく所ところに、ほかならないのです。 7それで、どうぞ金きん、銀ぎん、青銅せいどう、鉄てつの細工さいくおよび紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、青あお糸いとの織物おりものにくわしく、また彫刻ちょうこくの術じゅつに巧たくみな工人こうじんひとりをわたしに送おくって、父ちちダビデが備そなえておいたユダとエルサレムのわたしの工人こうじんたちと一緒いっしょに働はたらかせてください。 8またどうぞレバノンから香柏こうはく、いとすぎ、びゃくだんを送おくってください。わたしはあなたのしもべたちがレバノンで木きを切きることをよくわきまえているのを知しっています。わたしのしもべたちも、あなたのしもべたちと一緒いっしょに働はたらかせ、 9わたしのためにたくさんの材木ざいもくを備そなえさせてください。わたしの建たてる家いえは非常ひじょうに広大こうだいなものですから。 10わたしは木きを切きるあなたのしもべたちに砕くだいた小麦こむぎ二万コル、大麦おおむぎ二万コル、ぶどう酒しゅ二万バテ、油あぶら二万バテを与あたえます」。
    


    
      11そこでツロの王おうヒラムは手紙てがみをソロモンに送おくって答こたえた、「主しゅはその民たみを愛あいするゆえに、あなたを彼かれらの王おうとされました」。 12ヒラムはまた言いった、「天地てんちを造つくられたイスラエルの神かみ、主しゅはほむべきかな。彼かれはダビデ王おうに賢かしこい子こを与あたえ、これに分別ふんべつと知恵ちえを授さづけて、主しゅのために宮みやを建たて、また自分じぶんのために、王宮おうきゅうを建たてることをさせられた。
    


    
      13いまわたしは達人たつじんヒラムという知恵ちえのある工人こうじんをつかわします。 14彼かれはダンの子孫しそんである女おんなを母ははとし、ツロの人ひとを父ちちとし、金銀きんぎん、青銅せいどう、鉄てつ、石いし、木きの細工さいくおよび紫むらさき糸いと、青あお糸いと、亜麻あま糸いと、緋ひ糸いとの織物おりものにくわしく、またよくもろもろの彫刻ちょうこくをし、意匠いしょうを凝こらしてもろもろの工作こうさくをします。彼かれを用もちいてあなたの工人こうじんおよびあなたの父ちち、わが主しゅダビデの工人こうじんと一緒いっしょに働はたらかせなさい。 15それでいまわが主しゅの言いわれた小麦こむぎ、大麦おおむぎ、油あぶらおよびぶどう酒しゅをそのしもべどもに送おくってください。 16あなたの求もとめられる材木ざいもくはレバノンから切きりだし、いかだに組くんで、海うみからヨッパに送おくります。あなたはそれをエルサレムに運はこび上あげなさい」。
    


    
      17そこでソロモンはその父ちちダビデが数かぞえたようにイスラエルの国くににいるすべての他国たこく人じんを数かぞえたが、合あわせて十五万三千六百人にんあった。 18彼かれはその七万人にんを荷にを負おう者ものとし、八万人にんを山やまで木きや石いしを切きる者ものとし、三千六百人にんを民たみを働はたらかせる監督かんとく者しゃとした。
    

  


  


  
    第三章


    
      1ソロモンはエルサレムのモリアの山やまに主しゅの宮みやを建たてることを始はじめた。そこは父ちちダビデに主しゅが現あらわれられた所ところ、すなわちエブスびとオルナンの打うち場ばにダビデが備そなえた所ところである。 2ソロモンが宮みやを建たて始はじめたのは、その治世ちせいの四年ねんの二月がつであった。 3ソロモンの建たてた神かみの宮みやの基もといの寸法すんぽうは次つぎのとおりである。すなわち昔むかしの尺度しゃくどによれば長ながさ六十キュビト、幅はば二十キュビト、 4宮みやの前まえの廊ろうは宮みやの幅はばに従したがって長ながさ二十キュビト高たかさ百二十キュビトで、その内部ないぶは純金じゅんきんでおおった。 5またその拝殿はいでんはいとすぎの板いたで張はり、精せい金きんをもってこれをおおい、その上うえにしゅろと鎖くさりの形かたちを施ほどこした。 6また宝石ほうせきをはめ込こんで宮みやを飾かざった。その金きんはパルワイムの金きんであった。 7彼かれはまた金きんをもってその宮みや、すなわち、梁はり、敷居しきい、壁かべおよび戸とをおおい、壁かべの上うえにケルビムを彫ほりつけた。 8彼かれはまた至聖所しせいじょを造つくった。その長ながさは宮みやの長ながさにしたがって二十キュビト、幅はばも二十キュビトである。彼かれは精せい金きん六百タラントをもってこれをおおった。 9その釘くぎの金きんの重おもさは五十シケルであった。彼かれはまた階上かいじょうの室しつも金きんでおおった。
    


    
      10彼かれは至聖所しせいじょに木きを刻きざんだケルビムの像ぞうを二つ造つくり、これを金きんでおおった。 11ケルビムの翼つばさの長ながさは合あわせて二十キュビトあった。すなわち一つのケルブの一つの翼つばさは五キュビトで、宮みやの壁かべに届とどき、ほかの翼つばさも五キュビトで、他たのケルブの翼つばさに届とどき、 12他たのケルブの一つの翼つばさも五キュビトで、宮みやの壁かべに届とどき、ほかの翼つばさも五キュビトで、先さきのケルブの翼つばさに接せっしていた。 13これらのケルビムの翼つばさは広ひろげると二十キュビトあった。かれらは共ともに足あしで立たち、その顔かおは拝殿はいでんに向むかっていた。 14ソロモンはまた青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いとおよび亜麻あま糸いとで垂幕たれまくを造つくり、その上うえにケルビムの縫ぬい取とりを施ほどこした。
    


    
      15彼かれは宮みやの前まえに柱はしらを二本ほん造つくった。その高たかさは三十五キュビト、おのおのの柱はしらの頂いただきに五キュビトの柱頭ちゅうとうを造つくった。 16彼かれは首くび飾かざりのような鎖くさりを造つくって、柱はしらの頂いただきにつけ、ざくろ百を造つくってその鎖くさりの上うえにつけた。 17彼かれはこの柱はしらを神殿しんでんの前まえに、一本ぽんを南みなみの方ほうに、一本ぽんを北きたの方ほうに立たて、南みなみの方ほうのをヤキンと名なづけ、北きたの方ほうのをボアズと名なづけた。
    

  


  


  
    第四章


    
      1ソロモンはまた青銅せいどうの祭壇さいだんを造つくった。その長ながさ二十キュビト、幅はば二十キュビト、高たかさ十キュビトである。 2彼かれはまた海うみを鋳いて造つくった。縁ふちから縁ふちまで十キュビトであって、周囲しゅういは円形えんけいをなし、高たかさ五キュビトで、その周囲しゅういは綱つなをもって測はかると三十キュビトあった。 3海うみの下したには三十キュビトの周囲しゅういをめぐるひさごの形かたちがあって、海うみの周囲しゅういを囲かこんでいた。そのひさごは二並ならびで、海うみを鋳いる時ときに鋳いたものである。 4その海うみは十二の牛うしの上うえに置おかれ、その三つは北きたに向むかい、三つは西にしに向むかい、三つは南みなみに向むかい、三つは東ひがしに向むかっていた。海うみはその上うえに置おかれ、牛うしのうしろはみな内うちに向むかっていた。 5海うみの厚あつさは手ての幅はばで、その縁ふちは杯はいの縁ふちのように、ゆりの花はなに似にせて造つくられた。海うみには水みずを三千バテ入いれることができた。 6彼かれはまた物ものを洗あらうために洗盤せんばん十個こを造つくって、五個こを南側みなみがわに、五個こを北側きたがわに置おいた。その中なかで燔祭はんさいに用もちいるものを洗あらった。しかし海うみは祭司さいしがその中なかで身みを洗あらうためであった。
    


    
      7彼かれはまた金きんの燭台しょくだい十個こをその定さだめに従したがって造つくり、拝殿はいでんの中なかの南側みなみがわに五個こ、北側きたがわに五個こを置おき、 8また机つくえ十個こを造つくり、神殿しんでんの中なかの南側みなみがわに五個こ、北側きたがわに五個こを置おき、また金きんの鉢はち百を造つくった。 9彼かれはまた祭司さいしの庭にわと大庭おおにわおよび庭にわの戸とを造つくり、その戸とを青銅せいどうでおおった。 10彼かれは海うみを宮みやの東南とうなんのすみにすえた。
    


    
      11ヒラムはまたつぼと十能じゅうのうと鉢はちとを造つくった。こうしてヒラムはソロモン王おうのため、神かみの宮みやの工事こうじを終おえた。 12すなわち二本ほんの柱はしらと玉たまと、柱はしらの頂いただきにある二つの柱頭ちゅうとうと、柱はしらの頂いただきにある柱頭ちゅうとうの二つの玉たまをおおう二つの網あみ細工ざいくと、 13その二つの網あみ細工ざいくのためのざくろ四百、このざくろはおのおの網あみ細工ざいくに二並ならびにつけて、柱はしらの頂いただきにある柱頭ちゅうとうの二つの玉たまを巻まいていた。 14彼かれはまた台だいと台だいの上うえの洗盤せんばんと、 15一つの海うみとその下したの十二の牛うしを造つくった。 16つぼ、十能じゅうのう、肉にくさしなどすべてこれらの器物うつわものを、達人たつじんヒラムはソロモン王おうのため、主しゅの宮みやのために、光ひかりのある青銅せいどうで造つくった。 17王おうはヨルダンの低地ていちで、スコテとゼレダの間あいだの粘土ねんどの地ちでこれを鋳いた。 18このようにソロモンはこれらのすべての器物うつわものを非常ひじょうに多おおく造つくったので、その青銅せいどうの重量じゅうりょうは、量はかることができなかった。
    


    
      19こうしてソロモンは神かみの宮みやのすべての器物うつわものを造つくった。すなわち金きんの祭壇さいだんと、供そなえのパンを載のせる机つくえ、 20また定さだめのように本殿ほんでんの前まえで火ひをともす純金じゅんきんの燭台しょくだいと、そのともしび皿さらを造つくった。 21その花はな、ともしび皿さら、心こころかきは精せい金きんであった。 22また心切しんきりばさみ、鉢はち、香こうの杯はい、心取しんとり皿ざらは純金じゅんきんであった。また宮みやの戸と、すなわち至聖所しせいじょの内部ないぶの戸とおよび拝殿はいでんの戸とのひじつぼは金きんであった。
    

  


  


  
    第五章


    
      1こうしてソロモンは主しゅの宮みやのためにしたすべての工事こうじを終おわった。そしてソロモンは父ちちダビデがささげた物もの、すなわち金銀きんぎんおよびもろもろの器物うつわものを携たずさえて行いって神かみの宮みやの宝蔵ほうぞうに納おさめた。
    


    
      2ソロモンは主しゅの契約けいやくの箱はこをダビデの町まちシオンからかつぎ上のぼろうとして、イスラエルの長老ちょうろうたちと、すべての部族ぶぞくのかしらたちと、イスラエルの人々ひとびとの氏族しぞくの長ちょうたちをエルサレムに召めし集あつめた。 3イスラエルの人々ひとびとは皆みな七月がつの祭まつりに王おうのもとに集あつまった。 4イスラエルの長老ちょうろうたちが皆みなきたので、レビびとたちは箱はこを取とり上あげた。 5彼かれらは箱はこと、会見かいけんの幕屋まくやと、幕屋まくやにあるすべて聖せいなる器うつわをかつぎ上のぼった。すなわち祭司さいしとレビびとがこれらの物ものをかつぎ上のぼった。 6ソロモン王おうおよび彼かれのもとに集あつまったイスラエルの会衆かいしゅうは皆みな箱はこの前まえで羊ひつじと牛うしをささげたが、その数かずが多おおくて、調しらべることも数かぞえることもできなかった。 7こうして祭司さいしたちは主しゅの契約けいやくの箱はこをその場所ばしょにかつぎ入いれ、宮みやの本殿ほんでんである至聖所しせいじょのうちのケルビムの翼つばさの下したに置おいた。 8ケルビムは翼つばさを箱はこの所ところの上うえに伸のべていたので、ケルビムは上うえから箱はことそのさおをおおった。 9さおは長ながかったので、さおの端はしが本殿ほんでんの前まえの聖所せいじょから見みえた。しかし外部がいぶには見みえなかった。さおは今日こんにちまでそこにある。 10箱はこの内うちには二枚まいの板いたのほか何なにもなかった。これはイスラエルの人々ひとびとがエジプトから出でて来きたとき、主しゅが彼かれらと契約けいやくを結むすばれ、モーセがホレブでそれを納おさめたものである。 11そして祭司さいしたちが聖所せいじょから出でたとき（ここにいた祭司さいしたちは皆みな、その組くみの順じゅんにかかわらず身みを清きよめた。 12またレビびとの歌うたうたう者もの、すなわちアサフ、ヘマン、エドトンおよび彼かれらの子こたちと兄弟きょうだいたちはみな亜麻あま布ぬのを着き、シンバルと、立琴たてごとと、琴ことをとって祭壇さいだんの東ひがしに立たち、百二十人にんの祭司さいしは彼かれらと一緒いっしょに立たってラッパを吹ふいた。 13ラッパ吹ふく者ものと歌うたうたう者ものとは、ひとりのように声こえを合あわせて主しゅをほめ、感謝かんしゃした）、そして彼かれらがラッパと、シンバルとその他たの楽器がっきをもって声こえをふりあげ、主しゅをほめて

      
        「主しゅは恵めぐみあり、

        そのあわれみはとこしえに絶たえることがない」

      
と言いったとき、雲くもはその宮みやすなわち主しゅの宮みやに満みちた。 14祭司さいしたちは雲くものゆえに立たって勤つとめをすることができなかった。主しゅの栄光えいこうが神かみの宮みやに満みちたからである。
    

  


  


  
    第六章


    
      1そこでソロモンは言いった、

      
        「主しゅはみずから濃こき雲くもの中なかに住すまおうと言いわれた。

        2しかしわたしはあなたのために高たかき家いえ、

        とこしえのみすまいを建たてた」。

      
3そして王おうは顔かおをふり向むけてイスラエルの全ぜん会衆かいしゅうを祝福しゅくふくした。その時ときイスラエルの全ぜん会衆かいしゅうは立たっていた。 4彼かれは言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅはほむべきかな。主しゅは口くちをもってわが父ちちダビデに約束やくそくされたことを、その手てをもってなし遂とげられた。すなわち主しゅは言いわれた、 5『わが民たみをエジプトの地ちから導みちびき出だした日ひから、わたしはわが名なを置おくべき家いえを建たてるために、イスラエルのもろもろの部族ぶぞくのうちから、どの町まちをも選えらんだことがなく、また他たのだれをもわが民たみイスラエルの君きみとして選えらんだことがない。 6わが名なを置おくために、ただエルサレムだけを選えらび、またわが民たみイスラエルを治おさめさせるために、ただダビデだけを選えらんだ』。 7イスラエルの神かみ、主しゅの名なのために家いえを建たてることは、父ちちダビデの心こころにあった。 8しかし主しゅは父ちちダビデに言いわれた、『わたしの名なのために家いえを建たてることはあなたの心こころにあった。あなたの心こころにこの事ことのあったのは結構けっこうである。 9しかしあなたはその家いえを建たててはならない。あなたの腰こしから出でるあなたの子こがわたしの名なのために家いえを建たてるであろう』。 10そして主しゅはそう言いわれた言葉ことばを行おこなわれた。すなわちわたしは父ちちダビデに代かわって立たち、主しゅが言いわれたように、イスラエルの位くらいに座ざし、イスラエルの神かみ、主しゅの名なのために家いえを建たてた。 11わたしはまた、主しゅがイスラエルの人々ひとびとと結むすばれた主しゅの契約けいやくを入いれた箱はこをそこに納おさめた」。
    


    
      12ソロモンはイスラエルの全ぜん会衆かいしゅうの前まえ、主しゅの祭壇さいだんの前まえに立たって、手てを伸のべた。 13ソロモンはさきに長ながさ五キュビト、幅はば五キュビト、高たかさ三キュビトの青銅せいどうの台だいを造つくって、庭にわのまん中なかにすえて置おいたので、彼かれはその上うえに立たち、イスラエルの全ぜん会衆かいしゅうの前まえでひざをかがめ、その手てを天てんに伸のべて、 14言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅよ、天てんにも地ちにも、あなたのような神かみはありません。あなたは契約けいやくを守まもられ、心こころをつくしてあなたの前まえに歩あゆむあなたのしもべらに、いつくしみを施ほどこし、 15あなたのしもべ、わたしの父ちちダビデに約束やくそくされたことを守まもられました。あなたが口くちをもって約束やくそくされたことを、手てをもってなし遂とげられたことは、今日こんにち見みるとおりであります。 16それゆえ、イスラエルの神かみ、主しゅよ、あなたのしもべ、わたしの父ちちダビデに、あなたが約束やくそくして、『おまえがわたしの前まえに歩あゆんだように、おまえの子孫しそんがその道みちを慎つつしんで、わたしのおきてに歩あゆむならば、おまえにはイスラエルの位くらいに座ざする人ひとがわたしの前まえに欠かけることはない』と言いわれたことを、ダビデのためにお守まもりください。 17それゆえ、イスラエルの神かみ、主しゅよ、どうぞ、あなたのしもべダビデに言いわれた言葉ことばを確認かくにんしてください。
    


    
      18しかし神かみは、はたして人ひとと共ともに地上ちじょうに住すまわれるでしょうか。見みよ、天てんも、いと高たかき天てんもあなたをいれることはできません。わたしの建たてたこの家いえなどなおさらです。 19しかしわが神かみ、主しゅよ、しもべの祈いのりと願ねがいを顧かえりみて、しもべがあなたの前まえにささげる叫さけびと祈いのりをお聞ききください。 20どうぞ、あなたの目めを昼ひるも夜よるもこの家いえに、すなわち、あなたの名なをそこに置おくと言いわれた所ところに向むかってお開ひらきください。どうぞ、しもべがこの所ところに向むかってささげる祈いのりをお聞ききください。 21どうぞ、しもべと、あなたの民たみイスラエルがこの所ところに向むかって祈いのる時ときに、その願ねがいをお聞ききください。あなたのすみかである天てんから聞きき、聞きいておゆるしください。
    


    
      22もし人ひとがその隣となり人びとに対たいして罪つみを犯おかし、誓ちかいをすることを求もとめられるとき、来きてこの宮みやで、あなたの祭壇さいだんの前まえに誓ちかうならば、 23あなたは天てんから聞きいて、行おこない、あなたのしもべらをさばき、悪人あくにんに報むくいをなして、その行おこないの報むくいをそのこうべに帰きし、義人ぎじんを義ぎとして、その義ぎにしたがってその人ひとに報むくいてください。
    


    
      24もしあなたの民たみイスラエルが、あなたに対たいして罪つみを犯おかしたために、敵てきの前まえに敗やぶれた時とき、あなたに立たち返かえって、あなたの名なをあがめ、この宮みやであなたの前まえに祈いのり願ねがうならば、 25あなたは天てんから聞きき、あなたの民たみイスラエルの罪つみをゆるして、あなたが彼かれらとその先祖せんぞに与あたえられた地ちに彼かれらを帰かえらせてください。
    


    
      26もし彼かれらがあなたに罪つみを犯おかしたために、天てんが閉とざされて、雨あめがなく、あなたが彼かれらを苦くるしめられるとき、彼かれらがこの所ところに向むかって祈いのり、あなたの名なをあがめ、その罪つみを離はなれるならば、 27あなたは天てんにあって聞きき、あなたのしもべ、あなたの民たみイスラエルの罪つみをゆるして、彼かれらに歩あゆむべき良よい道みちを教おしえ、あなたの民たみに嗣し業ぎょうとして賜たまわった地ちに雨あめを降ふらせてください。
    


    
      28もし国くににききんがあるか、もしくは疫病えきびょう、立たち枯がれ、腐くさり穂ほ、いなご、青虫あおむしがあるか、または敵てきのために町まちの門もんの中なかに攻せめ囲かこまれることがあるか、どんな災害さいがい、どんな病気びょうきがあっても、 29もし、ひとりか、あるいはあなたの民たみイスラエルが皆みなおのおのその心こころの悩なやみを知しって、この宮みやに向むかい、手てを伸のべるならば、どんな祈いのり、どんな願ねがいでも、 30あなたはそのすみかである天てんから聞きいてゆるし、おのおのの人ひとに、その心こころを知しっておられるゆえ、そのすべての道みちにしたがって報むくいてください。ただあなただけがすべての人ひとの心こころを知しっておられるからです。 31あなたがわれわれの先祖せんぞたちに賜たまわった地ちに、彼かれらの生いきながらえる日ひの間あいだ、常つねにあなたを恐おそれさせ、あなたの道みちに歩あゆませてください。
    


    
      32またあなたの民たみイスラエルの者ものでなく、他国たこく人じんで、あなたの大おおいなる名なと、強つよい手てと、伸のべた腕うでのために遠とおい国くにから来きて、この宮みやに向むかって祈いのるならば、 33あなたは、あなたのすみかである天てんから聞きき、すべて他国たこく人じんがあなたに呼よび求もとめるようにしてください。そうすれば地ちのすべての民たみはあなたの民たみイスラエルのように、あなたの名なを知しり、あなたを恐おそれ、またわたしが建たてたこの宮みやが、あなたの名なによって呼よばれることを知しるにいたるでしょう。
    


    
      34あなたの民たみが敵てきと戦たたかうために、あなたがつかわされる道みちによって出でるとき、もし彼かれらがあなたの選えらばれたこの町まちと、わたしがあなたの名なのために建たてたこの宮みやに向むかってあなたに祈いのるならば、 35あなたは天てんから彼かれらの祈いのりと願ねがいとを聞きいて彼かれらをお助たすけください。 36彼かれらがあなたに対たいして罪つみを犯おかすことがあって、——罪つみを犯おかさない人ひとはないゆえ、——あなたが彼かれらを怒いかって、敵てきにわたし、敵てきが彼かれらを捕虜ほりょとして遠とおい地ちあるいは近ちかい地ちに引ひいて行いくとき、 37もし、彼かれらが捕とらわれて行いった地ちで、みずから省かえりみて悔くい、その捕とらわれの地ちであなたに願ねがい、『われわれは罪つみを犯おかし、よこしまな事ことをし、悪あくを行おこないました』と言いい、 38その捕とらわれの地ちで心こころをつくし、精神せいしんをつくしてあなたに立たち返かえり、あなたが彼かれらの先祖せんぞに与あたえられた地ち、あなたが選えらばれた町まち、わたしがあなたの名なのために建たてたこの宮みやに向むかって祈いのるならば、 39あなたのすみかである天てんから、彼かれらの祈いのりと願ねがいとを聞きいて彼かれらを助たすけ、あなたに向むかって罪つみを犯おかしたあなたの民たみをおゆるしください。 40わが神かみよ、どうぞ、この所ところでささげる祈いのりにあなたの目めを開ひらき、あなたの耳みみを傾かたむけてください。

      
        41主しゅなる神かみよ、今いまあなたと、あなたの力ちからの箱はこが

        立たって、あなたの安息所あんそくじょにおはいりください。

        主しゅなる神かみよ、どうぞあなたの祭司さいしたちに

        救すくいの衣ころもを着きせ、

        あなたの聖徒せいとたちに恵めぐみを喜よろこばせてください。

        42主しゅなる神かみよ、どうぞあなたの油あぶらそそがれた者ものの顔かおを

        退しりぞけないでください。

        あなたのしもべダビデに示しめされたいつくしみを

        覚おぼえて下ください」。

      

    

  


  


  
    第七章


    
      1ソロモンが祈いのり終おわったとき、天てんから火ひが下くだって燔祭はんさいと犠牲ぎせいを焼やき、主しゅの栄光えいこうが宮みやに満みちた。 2主しゅの栄光えいこうが主しゅの宮みやに満みちたので、祭司さいしたちは主しゅの宮みやに、はいることができなかった。 3イスラエルの人々ひとびとはみな火ひが下くだったのを見み、また主しゅの栄光えいこうが宮みやに臨のぞんだのを見みて、敷石しきいしの上うえで地ちにひれ伏ふして拝はいし、主しゅに感謝かんしゃして言いった、

      
        「主しゅは恵めぐみふかく、

        そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない」。

      

    


    
      4そして王おうと民たみは皆みな主しゅの前まえに犠牲ぎせいをささげた。 5ソロモン王おうのささげた犠牲ぎせいは、牛うし二万二千頭とう、羊ひつじ十二万頭とうであった。こうして王おうと民たみは皆みな神かみの宮みやをささげた。 6祭司さいしはその持もち場ばに立たち、レビびとも主しゅの楽器がっきをとって立たった。その楽器がっきはダビデ王おうが主しゅに感謝かんしゃするために造つくったもので、ダビデが彼かれらの手てによってさんびをささげるとき、「そのいつくしみは、とこしえに絶たえることがない」ととなえさせたものである。祭司さいしは彼かれらの前まえでラッパを吹ふき、すべてのイスラエルびとは立たっていた。
    


    
      7ソロモンはまた主しゅの宮みやの前まえにある庭にわの中なかを聖別せいべつし、その所ところで、燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいのあぶらをささげた。これはソロモンが造つくった青銅せいどうの祭壇さいだんが、その燔祭はんさいと素祭そさいとあぶらとを載のせるに足たりなかったからである。
    


    
      8その時ときソロモンは七日なぬかの間あいだ祭まつりを行おこなった。ハマテの入口いりぐちからエジプトの川かわに至いたるまでのすべてのイスラエルびとが彼かれと共ともにあり、非常ひじょうに大おおきな会衆かいしゅうであった。 9そして八日か目めに聖せい会かいを開ひらいた。彼かれらは七日なぬかの間あいだ、祭壇さいだん奉献ほうけんの礼れいを行おこない、七日なぬかの間あいだ祭まつりを行おこなったが、 10七月がつ二十三日にちに至いたってソロモンは民たみをその天幕てんまくに帰かえらせた。皆みな主しゅがダビデ、ソロモンおよびその民たみイスラエルに施ほどこされた恵めぐみのために喜よろこび、かつ心こころに楽たのしんで去さった。
    


    
      11こうしてソロモンは主しゅの家いえと王おうの家いえとを造つくり終おえた。すなわち彼かれは主しゅの家いえと自分じぶんの家いえについて、しようと計画けいかくしたすべての事ことを首尾しゅびよくなし遂とげた。 12時ときに主しゅは夜よるソロモンに現あらわれて言いわれた、「わたしはあなたの祈いのりを聞きき、この所ところをわたしのために選えらんで、犠牲ぎせいをささげる家いえとした。 13わたしが天てんを閉とじて雨あめをなくし、またはわたしがいなごに命めいじて地ちの物ものを食くわせ、または疫病えきびょうを民たみの中なかに送おくるとき、 14わたしの名なをもってとなえられるわたしの民たみが、もしへりくだり、祈いのって、わたしの顔かおを求もとめ、その悪わるい道みちを離はなれるならば、わたしは天てんから聞きいて、その罪つみをゆるし、その地ちをいやす。 15今いまこの所ところにささげられる祈いのりにわたしの目めを開ひらき、耳みみを傾かたむける。 16今いまわたしはわたしの名なをながくここにとどめるために、この宮みやを選えらび、かつ聖別せいべつした。わたしの目めとわたしの心こころは常つねにここにある。 17あなたがもし父ちちダビデの歩あゆんだようにわたしの前まえに歩あゆみ、わたしが命めいじたとおりにすべて行いって、わたしの定さだめとおきてとを守まもるならば、 18わたしはあなたの父ちちダビデに契約けいやくして『イスラエルを治おさめる人ひとはあなたに欠かけることがない』と言いったとおりに、あなたの王おうの位くらいを堅かたくする。
    


    
      19しかし、あなたがたがもし翻ひるがえって、わたしがあなたがたの前まえに置おいた定さだめと戒いましめとを捨すて、行いって他たの神々かみがみに仕つかえ、それを拝おがむならば、 20わたしはあなたがたをわたしの与あたえた地ちから抜ぬき去さり、またわたしの名なのために聖別せいべつしたこの宮みやをわたしの前まえから投なげ捨すてて、もろもろの民たみのうちにことわざとし、笑わらい草ぐさとする。 21またこの宮みやは高たかいけれども、ついには、そのかたわらを過すぎる者ものは皆みな驚おどろいて、『何なにゆえ主しゅはこの地ちと、この宮みやとにこのようにされたのか』と言いうであろう。 22その時とき、人々ひとびとは答こたえて『彼かれらはその先祖せんぞたちをエジプトの地ちから導みちびき出だした彼かれらの神かみ、主しゅを捨すてて、他たの神々かみがみにつき従したがい、それを拝おがみ、それに仕つかえたために、主しゅはこのすべての災わざわいを彼かれらの上うえに下くだしたのである』と言いうであろう」。
    

  


  


  
    第八章


    
      1ソロモンは二十年ねんを経へて、主しゅの家いえと自分じぶんの家いえとを建たて終おわった。 2またソロモンはヒラムから送おくられた町々まちまちを建たて直なおして、そこにイスラエルの人々ひとびとを住すませた。
    


    
      3ソロモンはまたハマテ・ゾバを攻せめて、これを取とった。 4彼かれはまた荒野あらのにタデモルを建たて、もろもろの倉くらの町まちをハマテに建たてた。 5また城壁じょうへき、門もん、貫かんの木きのある堅固けんごな町まち、上うえベテホロンと下したベテホロンを建たてた。 6ソロモンはまたバアラテと自分じぶんのもっていたすべての倉くらの町まちと、すべての戦車せんしゃの町まちと、騎兵きへいの町まち、ならびにエルサレム、レバノンおよび自分じぶんの治おさめる全ぜん地方ちほうに建たてようと望のぞんだものを、ことごとく建たてた。 7すべてイスラエルの子孫しそんでないヘテびと、アモリびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの残のこった民たみ、 8その地ちにあって彼かれらのあとに残のこったその子孫しそん、すなわちイスラエルの子孫しそんが滅ほろぼし尽つくさなかった民たみに、ソロモンは強制きょうせい徴募ちょうぼをおこなって今日こんにちに及およんでいる。 9しかし、イスラエルの人々ひとびとをソロモンはその工事こうじのためには、ひとりも奴隷どれいとしなかった。彼かれらは兵士へいしとなり、将校しょうこうとなり、戦車せんしゃと、騎兵きへいの長ちょうとなった。 10これらはソロモン王おうのおもな官吏かんりで、二百五十人にんあり、民たみを治おさめた。
    


    
      11ソロモンはパロの娘むすめをダビデの町まちから連つれ上のぼって、彼女かのじょのために建たてた家いえに入いれて言いった、「主しゅの箱はこを迎むかえた所ところは神聖しんせいであるから、わたしの妻つまはイスラエルの王おうダビデの家いえに住すんではならない」。
    


    
      12ソロモンは廊ろうの前まえに築きずいておいた主しゅの祭壇さいだんの上うえで主しゅに燔祭はんさいをささげた。 13すなわちモーセの命令めいれいに従したがって、毎日まいにち定さだめのようにささげ、安息日あんそくにち、新月しんげつおよび年ねんに三度どの祭まつり、すなわち種たね入いれぬパンの祭まつり、七週しゅうの祭まつり、仮庵かりいおの祭まつりにこれをささげた。 14ソロモンは、その父ちちダビデのおきてに従したがって、祭司さいしの組くみを定さだめてその職しょくに任にんじ、またレビびとをその勤つとめに任にんじて、毎日まいにち定さだめのように祭司さいしの前まえでさんびと奉仕ほうしをさせ、また門もんを守まもる者ものに、その組くみにしたがって、もろもろの門もんを守まもらせた。これは神かみの人ひとダビデがこのように命めいじたからである。 15祭司さいしとレビびとはすべての事ことにつき、また倉くらの事ことについて、王おうの命令めいれいにそむかなかった。
    


    
      16このようにソロモンは、主しゅの宮みやの基もといをすえた日ひからこれをなし終おえたときまで、その工事こうじの準備じゅんびをことごとくなしたので、主しゅの宮みやは完成かんせいした。
    


    
      17それからソロモンはエドムの地ちの海うみべにあるエジオン・ゲベルおよびエロテへ行いった。 18時ときにヒラムはそのしもべどもの手てによって船団せんだんを彼かれに送おくり、また海うみの事ことになれたしもべどもをつかわしたので、彼かれらはソロモンのしもべらと共ともにオフルへ行いき、そこから金きん四百五十タラントを取とって、これをソロモン王おうのもとに携たずさえてきた。
    

  


  


  
    第九章


    
      1シバの女王じょおうはソロモンの名声めいせいを聞きいたので、難問なんもんをもってソロモンを試こころみようと、非常ひじょうに多おおくの従者じゅうしゃを連つれ、香料こうりょうと非常ひじょうにたくさんの金きんと宝石ほうせきとをらくだに負おわせて、エルサレムのソロモンのもとに来きて、その心こころにあることをことごとく彼かれに告つげた。 2ソロモンは彼女かのじょのすべての問といに答こたえた。ソロモンが知しらないで彼女かのじょに説明せつめいのできないことは一つもなかった。 3シバの女王じょおうはソロモンの知恵ちえと、彼かれが建たてた家いえを見み、 4またその食卓しょくたくの食物しょくもつと、列座れつざの家来けらいたちと、その侍臣じしんたちの伺候しこう振ふりと彼かれらの服装ふくそう、および彼かれの給仕きゅうじたちとその服装ふくそう、ならびに彼かれが主しゅの宮みやでささげる燔祭はんさいを見みて、全まったく気きを奪うばわれてしまった。
    


    
      5彼女かのじょは王おうに言いった、「わたしが国くにであなたの事ことと、あなたの知恵ちえについて聞きいたうわさは真実しんじつでした。 6しかしわたしは来きて目めに見みるまでは、そのうわさを信しんじませんでしたが、今見いまみると、あなたの知恵ちえの大おおいなることはその半分はんぶんもわたしに知しらされませんでした。あなたはわたしの聞きいたうわさにまさっています。 7あなたの奥方おくがたたちはさいわいです。常つねにあなたの前まえに立たって、あなたの知恵ちえを聞きくこのあなたの家来けらいたちはさいわいです。 8あなたの神かみ、主しゅはほむべきかな。主しゅはあなたを喜よろこび、あなたをその位くらいにつかせ、あなたの神かみ、主しゅのために王おうとされました。あなたの神かみはイスラエルを愛あいして、とこしえにこれを堅かたくするために、あなたをその王おうとされ、公道こうどうと正義せいぎを行おこなわれるのです」。 9そして彼女かのじょは金きん百二十タラント、および非常ひじょうに多おおくの香料こうりょうと宝石ほうせきとを王おうに贈おくった。シバの女王じょおうがソロモンに贈おくったような香料こうりょうは、いまだかつてなかった。
    


    
      10オフルから金きんを携たずさえて来きたヒラムのしもべたちとソロモンのしもべたちはまた、びゃくだんの木きと宝石ほうせきをも携たずさえて来きた。 11王おうはそのびゃくだんの木きで、主しゅの宮みやと王おうの家いえとに階段かいだんを造つくり、また歌うたうたう者もののために琴ことと立琴たてごとを造つくった。このようなものはかつてユダの地ちで見みたことがなかった。
    


    
      12ソロモン王おうは、シバの女王じょおうが贈おくった物ものに報むくいたほかに、彼女かのじょの望のぞみにまかせて、すべてその求もとめるものを贈おくった。そして彼女かのじょはその家来けらいたちと共ともに自分じぶんの国くにへ帰かえって行いった。
    


    
      13さて一年ねんの間あいだにソロモンの所ところにはいって来きた金きんの目方めかたは六百六十六タラントであった。 14このほかに貿易ぼうえき商しょうおよび商人しょうにんの携たずさえて来きたものがあった。またアラビヤのすべての王おうたちおよび国くにの代官だいかんたちも金銀きんぎんをソロモンに携たずさえてきた。 15ソロモン王おうは延金のべきんの大盾おおだて二百を造つくった。その大盾おおだてにはおのおの六百シケルの延金のべきんを用もちいた。 16また延金のべきんの小盾こだて三百を造つくった。小盾こだてにはおのおの三百シケルの金きんを用もちいた。王おうはこれらをレバノンの森もりの家いえに置おいた。 17王おうはまた大おおきな象牙ぞうげの玉座ぎょくざを造つくり、純金じゅんきんでこれをおおった。 18その玉座ぎょくざには六つの段だんがあり、また金きんの足あし台だいがあって共ともに玉座ぎょくざにつらなり、その座ざする所ところの両方りょうほうに、ひじかけがあって、ひじかけのわきに二つのししが立たっていた。 19また十二のししが六つの段だんのおのおのの両側りょうがわに立たっていた。このような物ものはどこの国くにでも造つくられたことがなかった。 20ソロモン王おうが飲のむときに用もちいた器うつわはみな金きんであった。またレバノンの森もりの家いえの器うつわもみな純金じゅんきんであって、銀ぎんはソロモンの世よには尊たっとばれなかった。 21これは王おうの船ふねがヒラムのしもべたちを乗のせてタルシシへ行いき、三年ねんごとに一度ど、そのタルシシの船ふねが金きん、銀ぎん、象牙ぞうげ、さる、くじゃくを載のせて来きたからである。
    


    
      22このようにソロモン王おうは富とみと知恵ちえにおいて、地ちのすべての王おうにまさっていたので、 23地ちのすべての王おうは神かみがソロモンの心こころに授さづけられた知恵ちえを聞きこうとしてソロモンに謁見えっけんを求もとめた。 24人々ひとびとはおのおの贈おくり物ものを携たずさえてきた。すなわち銀ぎんの器うつわ、金きんの器うつわ、衣服いふく、没薬もつやく、香料こうりょう、馬うま、騾馬らばなど年々ねんねん定さだまっていた。 25ソロモンは馬うまと戦車せんしゃのために馬屋うまや四千と騎兵きへい一万二千を持もち、これを戦車せんしゃの町まちに置おき、またエルサレムの王おうのもとに置おいた。 26彼かれはユフラテ川かわからペリシテびとの地ちと、エジプトの境さかいに至いたるまでのすべての王おうを治おさめた。 27王おうはまた銀ぎんを石いしのようにエルサレムに多おおくし、香柏こうはくを平野へいやのいちじく桑くわのように多おおくした。 28また人々ひとびとはエジプトおよび諸国しょこくから馬うまをソロモンのために輸入ゆにゅうした。
    


    
      29ソロモンのそのほかの始終しじゅうの行為こういは、預言者よげんしゃナタンの書しょと、シロびとアヒヤの預言よげんと、先見者せんけんしゃイドがネバテの子こヤラベアムについて述のべた黙示もくしのなかに、しるされているではないか。 30ソロモンはエルサレムで四十年ねんの間あいだイスラエルの全ぜん地ちを治おさめた。 31ソロモンはその先祖せんぞたちと共ともに眠ねむって、父ちちダビデの町まちに葬ほうむられ、その子こレハベアムが代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第十章


    
      1レハベアムはシケムへ行いった。すべてのイスラエルびとが彼かれを王おうにしようとシケムへ行いったからである。 2ネバテの子こヤラベアムは、ソロモンを避さけてエジプトにのがれていたが、これを聞きいてエジプトから帰かえったので、 3人々ひとびとは人ひとをつかわして彼かれを招まねいた。そこでヤラベアムとすべてのイスラエルは来きて、レハベアムに言いった、 4「あなたの父ちちは、われわれのくびきを重おもくしましたが、今いまあなたの父ちちのきびしい使役しえきと、あなたの父ちちが、われわれに負おわせた重おもいくびきを軽かるくしてください。そうすればわたしたちはあなたに仕つかえましょう」。 5レハベアムは彼かれらに答こたえた、「三日かの後のち、またわたしの所ところに来きなさい」。それで民たみは去さった。
    


    
      6レハベアム王おうは父ちちソロモンの存命ぞんめい中ちゅうソロモンに仕つかえた長老ちょうろうたちに相談そうだんして言いった、「あなたがたはこの民たみにどう返答へんとうすればよいと思おもいますか」。 7彼かれらはレハベアムに言いった、「あなたがもしこの民たみを親切しんせつにあつかい、彼かれらを喜よろこばせ、ねんごろに語かたられるならば彼かれらは長ながくあなたのしもべとなるでしょう」。 8しかし彼かれは長老ちょうろうたちが与あたえた勧すすめをすてて、自分じぶんと一緒いっしょに大おおきくなって自分じぶんに仕つかえている若者わかものたちに相談そうだんして、 9彼かれらに言いった、「あなたがたは、この民たみがわたしに向むかって、『あなたの父上ちちうえが、われわれに負おわせたくびきを軽かるくしてください』と言いうのに、われわれはなんと返答へんとうすればよいと思おもいますか」。 10彼かれと一緒いっしょに大おおきくなった若者わかものたちは彼かれに言いった、「あなたに向むかって、『あなたの父ちちは、われわれのくびきを重おもくしたが、あなたは、それをわれわれのために軽かるくしてください』と言いったこの民たみに、こう言いいなさい、『わたしの小指こゆびは父ちちの腰こしよりも太ふとい、 11父ちちはあなたがたに重おもいくびきを負おわせたが、わたしはさらに、あなたがたのくびきを重おもくしよう。父ちちはむちであなたがたを懲こらしたが、わたしはさそりであなたがたを懲こらそう』」。
    


    
      12さてヤラベアムと民たみは皆みな、王おうが「三日か目めにわたしのところに来きなさい」と言いったとおりに、三日か目めにレハベアムのところへ行いった。 13王おうは荒々あらあらしく彼かれらに答こたえた。すなわちレハベアム王おうは長老ちょうろうたちの勧すすめをすて、 14若者わかものたちの勧すすめに従したがい、彼かれらに告つげて言いった、「父ちちはあなたがたのくびきを重おもくしたが、わたしは更さらにこれを重おもくしよう。父ちちはむちであなたがたを懲こらしたが、わたしはさそりであなたがたを懲こらそう」。 15このように王おうは民たみの言いうことを聞ききいれなかった。これは主しゅが、かつてシロびとアヒヤによって、ネバテの子こヤラベアムに言いわれた言葉ことばを成就じょうじゅするために、神かみがなされたのであった。
    


    
      16イスラエルの人々ひとびとは皆みな、王おうが自分じぶんたちの言いうことを聞ききいれないのを見みたので、民たみは王おうに答こたえて言いった、

      
        「われわれはダビデのうちに何なにの分ぶんがあろうか。

        われわれはエッサイの子このうちに嗣し業ぎょうがない。

        イスラエルよ、めいめいの天幕てんまくに帰かえれ。

        ダビデよ、今いまあなたの家いえを見みよ」。

      
そしてイスラエルは皆みな彼かれらの天幕てんまくへ去さって行いった。 17しかしレハベアムはユダの町々まちまちに住すんでいるイスラエルの人々ひとびとを治おさめた。 18レハベアム王おうは徴募ちょうぼ人にんの監督かんとくであったアドラムをつかわしたが、イスラエルの人々ひとびとが石いしで彼かれを撃うち殺ころしたので、レハベアム王おうは急いそいで車くるまに乗のり、エルサレムに逃にげた。 19こうしてイスラエルはダビデの家いえにそむいて今日こんにちに至いたった。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1レハベアムはエルサレムに来きて、ユダとベニヤミンの家いえの者もの、すなわち、えり抜ぬきの軍人ぐんじん十八万人にんを集あつめ、国くにを取とりもどすためにイスラエルと戦たたかおうとしたが、 2主しゅの言葉ことばが神かみの人ひとシマヤに臨のぞんで言いった、 3「ソロモンの子こ、ユダの王おうレハベアムおよびユダとベニヤミンにいるすべてのイスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、 4『主しゅはこう仰おおせられる、あなたがたは上のぼってはならない。あなたがたの兄弟きょうだいと戦たたかってはならない。おのおの自分じぶんの家いえに帰かえりなさい。この事ことはわたしから出でたのである』」。それで人々ひとびとは主しゅの言葉ことばを聞きき、ヤラベアムを攻せめに行いくのをやめて帰かえった。
    


    
      5レハベアムはエルサレムに住すんで、ユダに防衛ぼうえいの町々まちまちを建たてた。 6すなわちベツレヘム、エタム、テコア、 7ベテズル、ソコ、アドラム、 8ガテ、マレシャ、ジフ、 9アドライム、ラキシ、アゼカ、 10ゾラ、アヤロン、およびヘブロン。これらはユダとベニヤミンにあって要害ようがいの町々まちまちである。 11彼かれはその要害ようがいを堅固けんごにし、これに軍ぐん長ちょうを置おき、糧食りょうしょくと油あぶらとぶどう酒しゅをたくわえ、 12またそのすべての町まちに盾たてとやりを備そなえて、これを非常ひじょうに強化きょうかし、そしてユダとベニヤミンを確保かくほした。
    


    
      13イスラエルの全ぜん地ちの祭司さいしとレビびとは四方しほうの境さかいから来きてレハベアムに身みを寄よせた。 14すなわちレビびとは自分じぶんの放牧ほうぼく地ちと領地りょうちを離はなれてユダとエルサレムに来きた。これはヤラベアムとその子こらが彼かれらを排斥はいせきして、主しゅの前まえに祭司さいしの務つとめをさせなかったためである。 15ヤラベアムは高たかき所ところと、みだらな神かみと、自分じぶんで造つくった子こ牛うしのために自分じぶんの祭司さいしを立たてた。 16またイスラエルのすべての部族ぶぞくのうちで、すべてその心こころを傾かたむけて、イスラエルの神かみ、主しゅを求もとめる者ものは先祖せんぞの神かみ、主しゅに犠牲ぎせいをささげるために、レビびとに従したがってエルサレムに来きた。 17このように彼かれらはユダの国くにを堅かたくし、ソロモンの子こレハベアムを三年ねんの間あいだ強つよくした。彼かれらは三年ねんの間あいだダビデとソロモンの道みちに歩あゆんだからである。
    


    
      18レハベアムはダビデの子こエレモテの娘むすめマハラテを妻つまにめとった。マハラテはエッサイの子こエリアブの娘むすめアビハイルが産うんだ者ものである。 19彼女かのじょはエウシ、シマリヤおよびザハムの三子しを産うんだ。 20彼かれはまた彼女かのじょの後のちにアブサロムの娘むすめマアカをめとった。マアカはアビヤ、アッタイ、ジザおよびシロミテを産うんだ。 21レハベアムはアブサロムの娘むすめマアカをすべての妻つまとそばめにまさって愛あいした。彼かれは妻つま十八人にん、そばめ六十人にんをめとって、男おとこの子こ二十八人にんと女おんなの子こ六十人にんをもうけた。 22レハベアムはマアカの子こアビヤを立たててかしらとし、その兄弟きょうだいの長ちょうとした。彼かれはアビヤを王おうにしようと思おもったからである。 23それで王おうは賢かしこくとり行おこない、そのむすこたちをことごとく、ユダとベニヤミンの全ぜん地方ちほうにあるすべての要害ようがいの町まちに散在さんざいさせ、彼かれらに糧食りょうしょくを多おおく与あたえ、また多おおくの妻つまを得えさせた。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1レハベアムはその国くにが堅かたく立たち、強つよくなるに及およんで、主しゅのおきてを捨すてた。イスラエルも皆みな彼かれにならった。 2彼かれらがこのように主しゅに向むかって罪つみを犯おかしたので、レハベアム王おうの五年ねんにエジプトの王おうシシャクがエルサレムに攻せめ上のぼってきた。 3その戦車せんしゃは一千二百、騎兵きへいは六万、また彼かれに従したがってエジプトから来きた民たみ、すなわちリビアびと、スキびと、エチオピヤびとは無数むすうであった。 4シシャクはユダの要害ようがいの町々まちまちを取とり、エルサレムに迫せまって来きた。 5そこで預言者よげんしゃシマヤは、レハベアムおよびシシャクのゆえに、エルサレムに集あつまったユダのつかさたちのもとにきて言いった、「主しゅはこう仰おおせられる、『あなたがたはわたしを捨すてたので、わたしもあなたがたを捨すててシシャクにわたした』と」。 6そこでイスラエルのつかさたち、および王おうはへりくだって、「主しゅは正ただしい」と言いった。 7主しゅは彼かれらのへりくだるのを見みられたので、主しゅの言葉ことばがシマヤにのぞんで言いった、「彼かれらがへりくだったから、わたしは彼かれらを滅ほろぼさないで、間まもなく救すくいを施ほどこす。わたしはシシャクの手てによって、怒いかりをエルサレムに注そそぐことをしない。 8しかし彼かれらはシシャクのしもべになる。これは彼かれらがわたしに仕つかえることと、国々くにぐにの王おうたちに仕つかえることとの相違そういを知しるためである」。
    


    
      9エジプトの王おうシシャクはエルサレムに攻せめのぼって、主しゅの宮みやの宝物ほうもつと、王おうの家いえの宝物ほうもつとを奪うばい去さった。すなわちそれらをことごとく奪うばい去さり、またソロモンの造つくった金きんの盾たてをも奪うばい去さった。 10それでレハベアム王おうは、その代かわりに青銅せいどうの盾たてを造つくって、王おうの家いえの門もんを守まもる侍衛じえい長ちょうたちの手てに渡わたした。 11王おうが主しゅの宮みやにはいるごとに侍衛じえいは来きて、これを負おい、またこれを侍衛じえいのへやへ持もって帰かえった。 12レハベアムがへりくだったので主しゅの怒いかりは彼かれを離はなれ、彼かれをことごとく滅ほろぼそうとはされなかった。またユダの事情じじょうもよくなった。
    


    
      13レハベアム王おうはエルサレムで自分じぶんの地位ちいを確立かくりつし、世よを治おさめた。すなわちレハベアムは四十一歳さいのとき位くらいにつき、十七年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめた。エルサレムは主しゅがその名なを置おくためにイスラエルのすべての部族ぶぞくのうちから選えらばれた町まちである。彼かれの母はははアンモンの女おんなで、名なをナアマといった。 14レハベアムは主しゅを求もとめることに心こころを傾かたむけないで、悪わるい事ことを行おこなった。
    


    
      15レハベアムの始終しじゅうの行為こういは、預言者よげんしゃシマヤおよび先見者せんけんしゃイドの書しょにしるされているではないか。レハベアムとヤラベアムとの間あいだには絶たえず戦争せんそうがあった。 16レハベアムはその先祖せんぞたちと共ともに眠ねむって、ダビデの町まちに葬ほうむられ、その子こアビヤが彼かれに代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1ヤラベアム王おうの第だい十八年ねんにアビヤがユダの王おうとなった。 2彼かれは三年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめた。彼かれの母はははギベアのウリエルの娘むすめで、名なをミカヤといった。
    


    
      3ここにアビヤとヤラベアムとの間あいだに戦争せんそうが起おこり、アビヤは四十万の精兵せいへいから成なる勇敢ゆうかんな軍勢ぐんぜいをもって戦たたかいにいで、ヤラベアムも大だい勇士ゆうしから成なる八十万の精兵せいへいをもって、これに向むかって戦たたかいの備そなえをした。 4時ときにアビヤはエフライムの山地さんちにあるゼマライム山やまの上うえに立たって言いった、「ヤラベアムおよびイスラエルの人々ひとびとよ皆みな聞きけ。 5あなたがたはイスラエルの神かみ、主しゅが塩しおの契約けいやくをもってイスラエルの国くにをながくダビデとその子孫しそんに賜たまわったことを知しらないのか。 6ところがダビデの子こソロモンの家来けらいであるネバテの子こヤラベアムが起たって、その主君しゅくんにそむき、 7また卑いやしい無頼ぶらいのともがらが集あつまって彼かれにくみし、ソロモンの子こレハベアムに敵てきしたが、レハベアムは若わかく、かつ意志いしが弱よわくてこれに当あたることができなかった。
    


    
      8今いままた、あなたがたは大軍たいぐんをたのみ、またヤラベアムが造つくって、あなたがたの神かみとした金きんの子こ牛うしをたのんで、ダビデの子孫しそんの手てにある主しゅの国くにに敵対てきたいしようとしている。 9またあなたがたはアロンの子孫しそんである主しゅの祭司さいしとレビびととを追おいだして、他たの国々くにぐにの民たみがするように祭司さいしを立たてたではないか。すなわちだれでも若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ七頭とうを携たずさえてきて、自分じぶんを聖別せいべつする者ものは皆みなあの神かみでない者ものの祭司さいしとすることができた。 10しかしわれわれにおいては、主しゅがわれわれの神かみであって、われわれは彼かれを捨すてない。また主しゅに仕つかえる祭司さいしはアロンの子孫しそんであり、働はたらきをなす者ものはレビびとである。 11彼かれらは朝あさごと夕ゆうごとに主しゅに燔祭はんさいと、こうばしい香こうをささげ、供そなえのパンを純金じゅんきんの机つくえの上うえに供そなえ、また金きんの燭台しょくだいとそのともしび皿さらを整ととのえて、夕ゆうごとにともすのである。このようにわれわれはわれわれの神かみ、主しゅの務つとめを守まもっているが、あなたがたは彼かれを捨すてた。 12見みよ、神かみはみずからわれわれと共ともにおられて、われわれのかしらとなられ、また、その祭司さいしたちはラッパを吹ふきならして、あなたがたを攻せめる。イスラエルの人々ひとびとよ、あなたがたの先祖せんぞの神かみ、主しゅに敵てきして戦たたかってはならない。あなたがたは成功せいこうしない」。
    


    
      13ヤラベアムは伏兵ふくへいを彼かれらのうしろに回まわらせたので、彼かれの軍隊ぐんたいはユダの前まえにあり、伏兵ふくへいは彼かれらのうしろにあった。 14ユダはうしろを見みると、敵てきが前まえとうしろとにあったので、主しゅに向むかって呼よばわり、祭司さいしたちはラッパを吹ふいた。 15そこでユダの人々ひとびとはときの声こえをあげた。ユダの人々ひとびとがときの声こえをあげると、神かみはヤラベアムとイスラエルの人々ひとびとをアビヤとユダの前まえに打うち敗やぶられたので、 16イスラエルの人々ひとびとはユダの前まえから逃にげた。神かみが彼かれらをユダの手てに渡わたされたので、 17アビヤとその民たみは、彼かれらをおびただしく撃うち殺ころした。イスラエルの殺ころされて倒たおれた者ものは五十万人にん、皆みな精兵せいへいであった。 18このように、この時ときイスラエルの人々ひとびとは打うち負まかされ、ユダの人々ひとびとは勝かちを得えた。彼かれらがその先祖せんぞの神かみ、主しゅを頼たのんだからである。 19アビヤはヤラベアムを追撃ついげきして数個すうこの町まちを彼かれから取とった。すなわちベテルとその村里むらざと、エシャナとその村里むらざと、エフロンとその村里むらざとである。 20ヤラベアムは、アビヤの世よには再ふたたび力ちからを得えることができず、主しゅに撃うたれて死しんだ。 21しかしアビヤは強つよくなり、妻つま十四人にんをめとり、むすこ二十二人にん、むすめ十六人にんをもうけた。 22アビヤのその他たの行為こういすなわちその行動こうどうと言葉ことばは、預言者よげんしゃイドの注釈ちゅうしゃくにしるされている。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1アビヤはその先祖せんぞたちと共ともに眠ねむって、ダビデの町まちに葬ほうむられ、その子こアサが代かわって王おうとなった。アサの治世ちせいに国くには十年ねんの間あいだ、穏おだやかであった。 2アサはその神かみ、主しゅの目めに良よしと見みえ、また正ただしと見みえることを行おこなった。 3彼かれは異ことなる祭壇さいだんと、もろもろの高たかき所ところを取とり除のぞき、石柱せきちゅうをこわし、アシラ像ぞうを切きり倒たおし、 4ユダに命めいじてその先祖せんぞたちの神かみ、主しゅを求もとめさせ、おきてと戒いましめとを行おこなわせ、 5ユダのすべての町々まちまちから、高たかき所ところと香こうの祭壇さいだんとを取とり除のぞいた。そして国くには彼かれのもとに穏おだやかであった。 6彼かれは国くにが穏おだやかであったので、要害ようがいの町まち数個すうこをユダに建たてた。また主しゅが彼かれに平安へいあんを賜たまわったので、この年としごろ戦争せんそうがなかった。 7彼かれはユダに言いった、「われわれはこれらの町まちを建たて、その周囲しゅういに石いしがきを築きずき、やぐらを建たて、門もんと貫かんの木きを設もうけよう。われわれがわれわれの神かみ、主しゅを求もとめたので、この国くにはなおわれわれのものであり、われわれが彼かれを求もとめたので、四方しほうにおいて、われわれに平安へいあんを賜たまわった」。こうして彼かれらは滞とどこおりなく建たて終おわった。 8アサの軍隊ぐんたいはユダから出でた者もの三十万人にんあって、盾たてとやりをとり、ベニヤミンから出でた者もの二十八万人にんあって、小盾こだてをとり、弓ゆみを引ひいた。これはみな大だい勇士ゆうしであった。
    


    
      9エチオピヤびとゼラが、百万の軍隊ぐんたいと三百の戦車せんしゃを率ひきいて、マレシャまで攻せめてきた。 10アサは出でて、これを迎むかえ、マレシャのゼパタの谷たにに戦たたかいの備そなえをした。 11時ときにアサはその神かみ、主しゅに向むかって呼よばわって言いった、「主しゅよ、力ちからのある者ものを助たすけることも、力ちからのない者ものを助たすけることも、あなたにおいては異ことなることはありません。われわれの神かみ、主しゅよ、われわれをお助たすけください。われわれはあなたに寄より頼たのみ、あなたの名なによってこの大軍たいぐんに当あたります。主しゅよ、あなたはわれわれの神かみです。どうぞ人ひとをあなたに勝かたせないでください」。 12そこで主しゅはアサの前まえとユダの前まえでエチオピヤびとを撃うち敗やぶられたので、エチオピヤびとは逃にげ去さった。 13アサと彼かれに従したがう民たみは彼かれらをゲラルまで追撃ついげきしたので、エチオピヤびとは倒たおれて、生いき残のこった者ものはひとりもなかった。主しゅと主しゅの軍勢ぐんぜいの前まえに撃うち破やぶられたからである。ユダの人々ひとびとの得えたぶんどり物ものは非常ひじょうに多おおかった。 14彼かれらはまた、ゲラルの周囲しゅういの町々まちまちをことごとく撃うち破やぶった。主しゅの恐おそれが彼かれらの上うえに臨のぞんだからである。そして彼かれらはそのすべての町まちをかすめ奪うばった。その内うちに多おおくの物ものがあったからである。 15また家畜かちくをもっている者ものの天幕てんまくを襲おそい、多おおくの羊ひつじとらくだを奪うばい取とって、エルサレムに帰かえった。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1時ときに神かみの霊れいがオデデの子こアザリヤに臨のぞんだので、 2彼かれは出でていってアサを迎むかえ、これに言いった、「アサおよびユダとベニヤミンの人々ひとびとよ、わたしに聞ききなさい。あなたがたが主しゅと共ともにおる間あいだは、主しゅもあなたがたと共ともにおられます。あなたがたが、もし彼かれを求もとめるならば、彼かれに会あうでしょう。しかし、彼かれを捨すてるならば、彼かれもあなたがたを捨すてられるでしょう。 3そもそも、イスラエルには長ながい間あいだ、まことの神かみがなく、教おしえをなす祭司さいしもなく、律法りっぽうもなかった。 4しかし、悩なやみの時とき、彼かれらがイスラエルの神かみ、主しゅに立たち返かえり、彼かれを求もとめたので彼かれに会あった。 5そのころは、出でる者ものにも入いる者ものにも、平安へいあんがなく、大おおいなる騒乱そうらんが国々くにぐにのすべての住民じゅうみんを悩なやました。 6国くには国くにに、町まちは町まちに撃うち砕くだかれた。神かみがもろもろの悩なやみをもって彼かれらを苦くるしめられたからです。 7しかしあなたがたは勇気ゆうきを出だしなさい。手てを弱よわくしてはならない。あなたがたのわざには報むくいがあるからです」。
    


    
      8アサはこれらの言葉ことばすなわちオデデの子こアザリヤの預言よげんを聞きいて勇気ゆうきを得え、憎にくむべき偶像ぐうぞうをユダとベニヤミンの全ぜん地ちから除のぞき、また彼かれがエフライムの山地さんちで得えた町々まちまちから除のぞき、主しゅの宮みやの廊ろうの前まえにあった主しゅの祭壇さいだんを再興さいこうした。 9彼かれはまたユダとベニヤミンの人々ひとびとおよびエフライム、マナセ、シメオンから来きて、彼かれらの間あいだに寄留きりゅうしていた者ものを集あつめた。その神かみ、主しゅがアサと共ともにおられるのを見みて、イスラエルからアサのもとに下くだった者ものが多おおくあったからである。 10彼かれらはアサの治世ちせいの十五年ねんの三月がつにエルサレムに集あつまり、 11携たずさえてきたぶんどり物もののうちから牛うし七百頭とう、羊ひつじ七千頭とうをその日ひ主しゅにささげた。 12そして彼かれらは契約けいやくを結むすび、心こころをつくし、精神せいしんをつくして先祖せんぞの神かみ、主しゅを求もとめることと、 13すべてイスラエルの神かみ、主しゅを求もとめない者ものは老幼ろうよう男女だんじょの別べつなく殺ころさるべきことを約やくした。 14そして彼かれらは大声おおごえをあげて叫さけび、ラッパを吹ふき、角笛つのぶえを鳴ならして、主しゅに誓ちかいを立たてた。 15ユダは皆みなその誓ちかいを喜よろこんだ。彼かれらは心こころをつくして誓ちかいを立たて、精神せいしんをつくして主しゅを求もとめたので、主しゅは彼かれらに会あい、四方しほうで彼かれらに安息あんそくを賜たまわった。
    


    
      16アサ王おうの母ははマアカがアシラのために憎にくむべき像ぞうを造つくったので、アサは彼女かのじょをおとして太后たいこうとせず、その憎にくむべき像ぞうを切きり倒たおして粉々こなごなに砕くだき、キデロン川かわでそれを焼やいた。 17ただし高たかき所ところはイスラエルから除のぞかなかったが、アサの心こころは一生いっしょうの間あいだ、正ただしかった。 18彼かれはまた、その父ちちのささげた物ものおよび自分じぶんのささげた物もの、すなわち銀ぎん、金きん並ならびに器物うつわものなどを主しゅの宮みやに携たずさえ入いれた。 19そしてアサの治世ちせいの三十五年ねんまでは再ふたたび戦争せんそうがなかった。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1アサの治世ちせいの三十六年ねんにイスラエルの王おうバアシャはユダに攻せめ上のぼり、ユダの王おうアサの所ところにだれをも出入でいりさせないためにラマを築きずいた。 2そこでアサは主しゅの宮みやと王おうの家いえの宝蔵ほうぞうから金銀きんぎんを取とり出だし、ダマスコに住すんでいるスリヤの王おうベネハダデに贈おくって言いった、 3「わたしの父ちちとあなたの父ちちの間あいだのように、わたしとあなたの間あいだに同盟どうめいを結むすびましょう。わたしはあなたに金銀きんぎんを贈おくります。行いって、あなたとイスラエルの王おうバアシャとの同盟どうめいを破やぶり、彼かれをわたしから撤退てったいさせてください」。 4ベネハダデはアサ王おうの言いうことを聞きき、自分じぶんの軍勢ぐんぜいの長ちょうたちをつかわしてイスラエルの町々まちまちを攻せめ、イヨンとダンとアベル・マイムおよびナフタリのすべての倉くらの町まちを撃うった。 5バアシャはこれを聞きいて、ラマを築きずくことをやめ、その工事こうじを廃はいした。 6そこでアサ王おうはユダの全国ぜんこくの人々ひとびとを引ひき連つれ、バアシャがラマを建たてるために用もちいた石いしと木材もくざいを運はこんでこさせ、それをもってゲバとミヅパを建たてた。
    


    
      7そのころ先見者せんけんしゃハナニがユダの王おうアサのもとに来きて言いった、「あなたがスリヤの王おうに寄より頼たのんで、あなたの神かみ、主しゅに寄より頼たのまなかったので、スリヤ王おうの軍勢ぐんぜいはあなたの手てからのがれてしまった。 8かのエチオピヤびとと、リビアびとは大軍たいぐんで、その戦車せんしゃと騎兵きへいは、はなはだ多おおかったではないか。しかしあなたが主しゅに寄より頼たのんだので、主しゅは彼かれらをあなたの手てに渡わたされた。 9主しゅの目めはあまねく全ぜん地ちを行いきめぐり、自分じぶんに向むかって心こころを全まっとうする者もののために力ちからをあらわされる。今度こんどの事ことでは、あなたは愚おろかな事ことをした。ゆえにこの後のち、あなたに戦争せんそうが臨のぞむであろう」。 10するとアサはその先見者せんけんしゃを怒いかって、獄屋ごくやに入いれた。この事ことのために激はげしく彼かれを怒いかったからである。アサはまたそのころ民たみのある者ものをしえたげた。
    


    
      11見みよ、アサの始終しじゅうの行為こういは、ユダとイスラエルの列れつ王おうの書しょにしるされている。 12アサはその治世ちせいの三十九年ねんに足あしを病やみ、その病やまいは激はげしくなったが、その病やまいの時ときにも、主しゅを求もとめないで医者いしゃを求もとめた。 13アサは先祖せんぞたちと共ともに眠ねむり、その治世ちせいの四十一年ねんに死しんだ。 14人々ひとびとは彼かれが自分じぶんのためにダビデの町まちに掘ほっておいた墓はかに葬ほうむり、製せい香こうの術じゅつをもって造つくった様々さまざまの香料こうりょうを満みたした床とこに横よこたえ、彼かれのためにおびただしく香こうをたいた。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1アサの子こヨシャパテがアサに代かわって王おうとなり、イスラエルに向むかって自分じぶんを強つよくし、 2ユダのすべての堅固けんごな町々まちまちに軍隊ぐんたいを置おき、またユダの地ちおよびその父ちちアサが取とったエフライムの町々まちまちに守備しゅび隊たいを置おいた。 3主しゅはヨシャパテと共ともにおられた。彼かれがその父ちちダビデの最初さいしょの道みちに歩あゆんで、バアルに求もとめず、 4その父ちちの神かみに求もとめて、その戒いましめに歩あゆみ、イスラエルの行おこないにならわなかったからである。 5それゆえ、主しゅは国くにを彼かれの手てに堅かたく立たてられ、またユダの人々ひとびとは皆みなヨシャパテに贈おくり物ものを持もってきた。彼かれは大おおいなる富とみと誉ほまれとを得えた。 6そこで彼かれは主しゅの道みちに心こころを励はげまし、さらに高たかき所ところとアシラ像ぞうとをユダから除のぞいた。
    


    
      7彼かれはまたその治世ちせいの三年ねんに、つかさたちベネハイル、オバデヤ、ゼカリヤ、ネタンエルおよびミカヤをつかわしてユダの町々まちまちで教おしえさせ、 8また彼かれらと共ともにレビびとのうちからシマヤ、ネタニヤ、ゼバデヤ、アサヘル、セミラモテ、ヨナタン、アドニヤ、トビヤ、トバドニヤをつかわし、またこれらのレビびとと共ともに祭司さいしエリシャマとヨラムをもつかわした。 9彼かれらは主しゅの律法りっぽうの書しょを携たずさえて、ユダで教おしえをなし、またユダの町々まちまちをことごとく巡回じゅんかいして、民たみの間あいだに教おしえをなした。
    


    
      10そこでユダの周囲しゅういの国々くにぐには皆みな主しゅを恐おそれ、ヨシャパテと戦たたかうことをしなかった。 11また、ペリシテびとのうちで贈おくり物ものや、みつぎの銀ぎんをヨシャパテの所ところに持もってくる者ものがあり、またアラビヤびとは雄羊おひつじ七千七百頭とう、雄おやぎ七千七百頭とうを彼かれに持もってきた。 12こうしてヨシャパテはますます大おおいになり、ユダに要害ようがいおよび倉くらの町まちを建たて、 13ユダの町々まちまちに多おおくの軍需ぐんじゅ品ひんを持もち、またエルサレムに大だい勇士ゆうしである軍人ぐんじんたちを持もっていた。 14彼かれらをその氏族しぞくによって数かぞえれば次つぎのとおりである。すなわちユダから出でた千人にんの長ちょうのうちでは、アデナという軍ぐん長ちょうと彼かれに従したがう大だい勇士ゆうし三十万人にん、 15その次つぎは軍ぐん長ちょうヨハナンと彼かれに従したがう者もの二十八万まん人にん、 16その次つぎは喜よろこんでその身みを主しゅにささげた者ものジクリの子こアマジヤと彼かれに従したがう大だい勇士ゆうし二十万人にん。 17ベニヤミンから出でた者もののうちでは、エリアダという大だい勇士ゆうしと彼かれに従したがう弓ゆみおよび盾たてを持もつ者もの二十万人にん、 18その次つぎはヨザバデと彼かれに従したがう戦たたかいの備そなえある者もの十八万まん人にんである。 19これらは皆みな王おうに仕つかえる者ものたちで、このほかにまたユダ全国ぜんこくの堅固けんごな町々まちまちに、王おうが駐在ちゅうざいさせた者ものがあった。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1ヨシャパテは大おおいなる富とみと誉ほまれとをもち、アハブと縁ふちを結むすんだ。 2彼かれは数年すうねんの後のち、サマリヤに下くだって、アハブをおとずれた。アハブは彼かれと彼かれに従したがってきた民たみのために羊ひつじと牛うしを多おおくほふり、ラモテ・ギレアデに一緒いっしょに攻せめ上のぼることを彼かれにすすめた。 3イスラエルの王おうアハブはユダの王おうヨシャパテに言いった、「あなたはわたしと一緒いっしょにラモテ・ギレアデに攻せめて行いきますか」。ヨシャパテは答こたえた、「わたしはあなたと一つです、わたしの民たみはあなたの民たみと一つです。わたしはあなたと一緒いっしょに戦たたかいに臨のぞみましょう」。
    


    
      4ヨシャパテはまたイスラエルの王おうに言いった、「まず主しゅの言葉ことばを求もとめなさい」。 5そこでイスラエルの王おうは預言者よげんしゃ四百人にんを集あつめて彼かれらに言いった、「われわれはラモテ・ギレアデに、戦たたかいに行いくべきか、あるいは控ひかえるべきか」。彼かれらは言いった、「上のぼって行いきなさい。神かみはそれを王おうの手てにわたされるでしょう」。 6ヨシャパテは言いった、「ほかにわれわれが問とうべき主しゅの預言者よげんしゃはここにいませんか」。 7イスラエルの王おうはヨシャパテに言いった、「ほかになおひとりいます。われわれはこの人ひとによって主しゅに問とうことができますが、彼かれはわたしについて良よい事ことを預言よげんしたことがなく、常つねに悪わるいことだけを預言よげんするので、わたしは彼かれを憎にくみます。その者ものはイムラの子こミカヤです」。ヨシャパテは言いった、「王おうよ、そうは言いわないでください」。 8そこでイスラエルの王おうはひとりの役人やくにんを呼よんで、「イムラの子こミカヤを急いそいで連つれてきなさい」と言いった。 9さてイスラエルの王おうおよびユダの王おうヨシャパテは王おうの衣ころもを着きて、サマリヤの門もんの入口いりぐちの広場ひろばにおのおのその玉座ぎょくざに座ざし、預言者よげんしゃたちは皆みなその前まえで預言よげんしていた。 10ケナアナの子こゼデキヤは鉄てつの角つのを造つくって言いった、「主しゅはこう仰おおせられます、『あなたはこれらの角つのをもってスリヤびとを突ついて滅ほろぼし尽つくしなさい』」。 11預言者よげんしゃたちは皆みなそのように預言よげんして言いった、「ラモテ・ギレアデに上のぼっていって勝利しょうりを得えなさい。主しゅはそれを王おうの手てにわたされるでしょう」。
    


    
      12さてミカヤを呼よびに行いった使者ししゃは彼かれに言いった、「預言者よげんしゃたちは一致いっちして王おうに良よい事ことを言いいました。どうぞ、あなたの言葉ことばも、彼かれらのひとりの言葉ことばのようにし、良よい事ことを言いってください」。 13ミカヤは言いった、「主しゅは生いきておられる。わが神かみの言いわれることをわたしは申もうします」。 14彼かれが王おうの所ところへ行いくと、王おうは彼かれに言いった、「ミカヤよ、われわれはラモテ・ギレアデに戦たたかいに行いくべきか、あるいは控ひかえるべきか」。彼かれは言いった、「上のぼって行いって勝利しょうりを得えなさい。彼かれらはあなたの手てにわたされるでしょう」。 15しかし王おうは彼かれに言いった、「幾いくたびあなたを誓ちかわせたら、あなたは主しゅの名なをもって、ただ真実しんじつのみをわたしに告つげるだろうか」。 16彼かれは言いった、「わたしはイスラエルが皆みな牧者ぼくしゃのない羊ひつじのように山やまに散ちっているのを見みました。すると主しゅは『これらの者ものは主人しゅじんをもっていない。彼かれらをそれぞれ安やすらかに、その家いえに帰かえらせよ』と言いわれました」。 17イスラエルの王おうはヨシャパテに言いった、「わたしはあなたに、彼かれはわたしについて良よい事ことを預言よげんせず、ただ悪わるい事ことだけを預言よげんすると告つげたではありませんか」。 18ミカヤは言いった、「それだから主しゅの言葉ことばを聞ききなさい。わたしは主しゅがその玉座ぎょくざに座ざし、天てんの万軍ばんぐんがその右左みぎひだりに立たっているのを見みたが、 19主しゅは、『だれがイスラエルの王おうアハブをいざなって、ラモテ・ギレアデに上のぼらせ、彼かれを倒たおれさせるであろうか』と言いわれた。するとひとりは、こうしようと言いい、ひとりは、ああしようと言いった。 20その時とき一つの霊れいが進すすみ出でて、主しゅの前まえに立たち、『わたしが彼かれをいざないましょう』と言いったので、主しゅは彼かれに『何なにをもってするか』と言いわれた。 21彼かれは『わたしが出でて行いって、偽いつわりを言いう霊れいとなって、すべての預言者よげんしゃの口くちに宿やどりましょう』と言いった。そこで主しゅは『おまえは彼かれをいざなって、それをなし遂とげるであろう。出でて行いって、そうしなさい』と言いわれた。 22それゆえ、主しゅは偽いつわりを言いう霊れいをこの預言者よげんしゃたちの口くちに入いれ、また主しゅはあなたについて災わざわいを告つげられたのです」。
    


    
      23するとケナアナの子こゼデキヤが近寄ちかよってミカヤのほおを打うって言いった、「主しゅの霊れいがどの道みちからわたしを離はなれて行いって、あなたに語かたりましたか」。 24ミカヤは言いった、「あなたが奥おくの間あいだにはいって身みを隠かくす日ひに見みるでしょう」。 25イスラエルの王おうは言いった、「ミカヤを捕とらえ、町まちのつかさアモンと王おうの子こヨアシの所ところへ引ひいて行いって、 26言いいなさい、『王おうはこう言いう、この者ものを獄屋ごくやに入いれ、少すこしばかりのパンと水みずをもって彼かれを養やしない、わたしが勝利しょうりを得えて帰かえってくるのを待まて』と」。 27ミカヤは言いった、「あなたがもし勝利しょうりを得えて帰かえるならば、主しゅはわたしによって語かたられなかったのです」。また彼かれは言いった、「あなたがたすべての民たみよ、聞ききなさい」。
    


    
      28こうしてイスラエルの王おうとユダの王おうヨシャパテは、ラモテ・ギレアデに上のぼった。 29イスラエルの王おうはヨシャパテに言いった、「わたしは姿すがたを変かえて戦たたかいに行いきましょう。しかしあなたは王おうの衣ころもを着つけなさい」。イスラエルの王おうは姿すがたを変かえて戦たたかいに行いった。 30さて、スリヤの王おうは、その戦車せんしゃ隊長たいちょうたちに命めいじて言いった、「あなたがたは小ちいさい者ものとも、大おおきい者ものとも戦たたかってはならない。ただイスラエルの王おうとのみ戦たたかいなさい」。 31戦車せんしゃ隊長たいちょうらはヨシャパテを見みたとき、これはきっとイスラエルの王おうだと思おもったので、身みを巡めぐらしてこれと戦たたかおうとした。しかしヨシャパテが呼よばわったので、主しゅはこれを助たすけられた。すなわち神かみは敵てきを彼かれから離はなれさせられた。 32戦車せんしゃ隊長たいちょうらは彼かれがイスラエルの王おうでないのを見みたので、彼かれを追おうことをやめて引ひき返かえした。 33しかし、ひとりの人ひとが、なにごころなく弓ゆみを引ひいて、イスラエルの王おうの胸当むねあてと、くさずりの間あいだを射いたので、彼かれはその車くるまの御者ぎょしゃに言いった、「わたしは傷きずを受うけたから、車くるまをめぐらして、わたしを軍中ぐんちゅうから運はこび出だせ」。 34その日ひ戦たたかいは激はげしくなった。イスラエルの王おうは車くるまの中なかに自分じぶんをささえて立たち、夕暮ゆうぐれまでスリヤびとに向むかっていたが、日ひの入いるころになって死しんだ。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1ユダの王おうヨシャパテは、つつがなくエルサレムの自分じぶんの家いえに帰かえった。 2そのとき、先見者せんけんしゃハナニの子こエヒウが出でてヨシャパテを迎むかえて言いった、「あなたは悪人あくにんを助たすけ、主しゅを憎にくむ者ものを愛あいしてよいのですか。それゆえ怒いかりが主しゅの前まえから出でて、あなたの上うえに臨のぞみます。 3しかしあなたには、なお良よい事こともあります。あなたはアシラ像ぞうを国くにの中なかから除のぞき、心こころを傾かたむけて神かみを求もとめられました」。
    


    
      4ヨシャパテはエルサレムに住すんでいたが、また出でて、ベエルシバからエフライムの山地さんちまで民たみの中なかを巡めぐり、先祖せんぞたちの神かみ、主しゅに彼かれらを導みちびき返かえした。 5彼かれはまたユダの国中くにぢゅう、すべての堅固けんごな町まちごとに裁判人さいばんにんを置おいた。 6そして裁判人さいばんにんたちに言いった、「あなたがたは自分じぶんのする事ことに気きをつけなさい。あなたがたは人ひとのために裁判さいばんするのではなく、主しゅのためにするのです。あなたがたが裁判さいばんする時ときには、主しゅはあなたがたと共ともにおられます。 7だからあなたがたは主しゅを恐おそれ、慎つつしんで行おこないなさい。われわれの神かみ、主しゅには不義ふぎがなく、人ひとをかたより見みることなく、まいないを取とることもないからです」。
    


    
      8ヨシャパテはまたレビびと、祭司さいし、およびイスラエルの氏族しぞくの長ちょうたちを選えらんでエルサレムに置おき、主しゅのために裁判さいばんを行おこない、争議そうぎの解決かいけつに当あたらせた。彼かれらはエルサレムに居住きょじゅうした。 9ヨシャパテは彼かれらに命めいじて言いった、「あなたがたは主しゅを恐おそれ、真実しんじつと真心まごころとをもって行おこなわなければならない。 10すべてその町々まちまちに住すんでいるあなたがたの兄弟きょうだいたちから、血ちを流ながした事ことまたは律法りっぽうと戒いましめ、定さだめとおきてなどの事ことについて訴うったえてきたならば、彼かれらをさとして、主しゅの前まえに罪つみを犯おかさせず、怒いかりがあなたがたと、あなたがたの兄弟きょうだいたちに臨のぞまないようにしなさい。そのようにすれば、あなたがたは罪つみを犯おかすことがないでしょう。 11見みよ、祭司さいし長ちょうアマリヤは、あなたがたの上うえにいて、主しゅの事ことをすべてつかさどり、イシマエルの子こ、ユダの家いえのつかさゼバデヤは王おうの事ことをすべてつかさどり、またレビびとはあなたがたの前まえにあって役人やくにんとなります。雄々おおしく行動こうどうしなさい。主しゅは正直しょうじきな人ひとと共ともにおられます」。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1この後のちモアブびと、アンモンびとおよびメウニびとらがヨシャパテと戦たたかおうと攻せめてきた。 2その時ときある人ひとがきて、ヨシャパテに告つげて言いった、「海うみのかなたのエドムから大軍たいぐんがあなたに攻せめて来きます。見みよ、彼かれらはハザゾン・タマル（すなわちエンゲデ）にいます」。 3そこでヨシャパテは恐おそれ、主しゅに顔かおを向むけて助たすけを求もとめ、ユダ全国ぜんこくに断食だんじきをふれさせた。 4それでユダはこぞって集あつまり、主しゅの助たすけを求もとめた。すなわちユダのすべての町まちから人々ひとびとが来きて主しゅを求もとめた。
    


    
      5そこでヨシャパテは主しゅの宮みやの新あたらしい庭にわの前まえで、ユダとエルサレムの会衆かいしゅうの中なかに立たって、 6言いった、「われわれの先祖せんぞの神かみ、主しゅよ、あなたは天てんにいます神かみではありませんか。異邦人いほうじんのすべての国くにを治おさめられるではありませんか。あなたの手てには力ちからがあり、勢いきおいがあって、あなたに逆さからいうる者ものはありません。 7われわれの神かみよ、あなたはこの国くにの民たみをあなたの民たみイスラエルの前まえから追おい払はらって、あなたの友ともアブラハムの子孫しそんに、これを永遠えいえんに与あたえられたではありませんか。 8彼かれらはここに住すみ、あなたの名なのためにここに聖所せいじょを建たてて言いいました、 9『つるぎ、審判しんぱん、疫病えきびょう、ききんなどの災わざわいがわれわれに臨のぞむ時とき、われわれはこの宮みやの前まえに立たって、あなたの前まえにおり、その悩なやみの中なかであなたに呼よばわります。すると、あなたは聞きいて助たすけられます。あなたの名なはこの宮みやにあるからです』と。 10今いまアンモン、モアブ、およびセイル山やまの人々ひとびとをごらんなさい。昔むかしイスラエルがエジプトの国くにから出でてきた時とき、あなたはイスラエルに彼かれらを侵おかすことをゆるされなかったので、イスラエルは彼かれらを離はなれて、滅ほろぼしませんでした。 11彼かれらがわれわれに報むくいるところをごらんください。彼かれらは来きて、あなたがわれわれに賜たまわったあなたの領地りょうちからわれわれを追おい払はらおうとしています。 12われわれの神かみよ、あなたは彼かれらをさばかれないのですか。われわれはこのように攻せめて来くる大軍たいぐんに当あたる力ちからがなく、またいかになすべきかを知しりません。ただ、あなたを仰あおぎ望のぞむのみです」。
    


    
      13ユダの人々ひとびとはその幼おさな子こ、その妻つま、および子供こどもたちと共ともに皆みな主しゅの前まえに立たっていた。 14その時とき主しゅの霊れいが会衆かいしゅうの中なかでアサフの子孫しそんであるレビびとヤハジエルに臨のぞんだ。ヤハジエルはゼカリヤの子こ、ゼカリヤはベナヤの子こ、ベナヤはエイエルの子こ、エイエルはマッタニヤの子こである。 15ヤハジエルは言いった、「ユダの人々ひとびと、エルサレムの住民じゅうみん、およびヨシャパテ王おうよ、聞ききなさい。主しゅはあなたがたにこう仰おおせられる、『この大軍たいぐんのために恐おそれてはならない。おののいてはならない。これはあなたがたの戦たたかいではなく、主しゅの戦たたかいだからである。 16あす、彼かれらの所ところへ攻せめ下くだりなさい。見みよ、彼かれらはヂヅの坂さかから上のぼって来くる。あなたがたはエルエルの野のの東ひがし、谷たにの端たんでこれに会あうであろう。 17この戦たたかいには、あなたがたは戦たたかうに及およばない。ユダおよびエルサレムよ、あなたがたは進すすみ出でて立たち、あなたがたと共ともにおられる主しゅの勝利しょうりを見みなさい。恐おそれてはならない。おののいてはならない。あす、彼かれらの所ところに攻せめて行いきなさい。主しゅはあなたがたと共ともにおられるからである』」。
    


    
      18ヨシャパテは地ちにひれ伏ふした。ユダの人々ひとびとおよびエルサレムの民たみも主しゅの前まえに伏ふして、主しゅを拝はいした。 19その時ときコハテびとの子孫しそん、およびコラびとの子孫しそんであるレビびとが立たち上あがり、大声おおごえをあげてイスラエルの神かみ、主しゅをさんびした。
    


    
      20彼かれらは朝あさ早はやく起おきてテコアの野のに出でて行いった。その出でて行いくとき、ヨシャパテは立たって言いった、「ユダの人々ひとびとおよびエルサレムの民たみよ、わたしに聞ききなさい。あなたがたの神かみ、主しゅを信しんじなさい。そうすればあなたがたは堅かたく立たつことができる。主しゅの預言者よげんしゃを信しんじなさい。そうすればあなたがたは成功せいこうするでしょう」。 21彼かれはまた民たみと相談そうだんして人々ひとびとを任命にんめいし、聖せいなる飾かざりを着つけて軍勢ぐんぜいの前まえに進すすませ、主しゅに向むかって歌うたをうたい、かつさんびさせ、

      
        「主しゅに感謝かんしゃせよ、

        そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない」

      
と言いわせた。 22そして彼かれらが歌うたをうたい、さんびし始はじめた時とき、主しゅは伏兵ふくへいを設もうけ、かのユダに攻せめてきたアンモン、モアブ、セイル山やまの人々ひとびとに向むかわせられたので、彼かれらは打うち敗やぶられた。 23すなわちアンモンとモアブの人々ひとびとは立たち上あがって、セイル山やまの民たみに敵てきし、彼かれらを殺ころして全まったく滅ほろぼしたが、セイルの民たみを殺ころし尽つくすに及およんで、彼かれらもおのおの互たがいに助たすけて滅ほろぼしあった。
    


    
      24ユダの人々ひとびとは野のの物見ものみやぐらへ行いって、かの群衆ぐんしゅうを見みたが、地ちに倒たおれた死体したいだけであって、ひとりものがれた者ものはなかった。 25それでヨシャパテとその民たみは彼かれらの物ものを奪うばうために来きて見みると、多数たすうの家畜かちく、財宝ざいほう、衣服いふくおよび宝石ほうせきなどおびただしくあったので、おのおのそれをはぎ取とったが、運はこびきれないほどたくさんで、かすめ取とるに三日かもかかった。それほど物ものが多おおかったのである。 26四日か目めに彼かれらはベラカの谷たにに集あつまり、その所ところで主しゅを祝福しゅくふくした。それでその所ところの名なを今日こんにちまでベラカの谷たにと呼よんでいる。 27そしてユダとエルサレムの人々ひとびとは皆みなヨシャパテを先さきに立たて、喜よろこんでエルサレムに帰かえってきた。主しゅが彼かれらにその敵てきのことによって喜よろこびを与あたえられたからである。 28すなわち彼かれらは立琴たてごと、琴ことおよびラッパをもってエルサレムの主しゅの宮みやに来きた。 29そしてもろもろの国くにの民たみは主しゅがイスラエルの敵てきと戦たたかわれたことを聞きいて神かみを恐おそれた。 30こうして神かみが四方しほうに安息あんそくを賜たまわったので、ヨシャパテの国くには穏おだやかであった。
    


    
      31このようにヨシャパテはユダを治おさめた。彼かれは三十五歳さいの時とき、王おうとなり、二十五年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめた。彼かれの母ははの名なはアズバといってシルヒの娘むすめである。 32ヨシャパテは父ちちアサの道みちを歩あゆんでそれを離はなれず、主しゅの目めに正ただしいと見みられることを行おこなった。 33しかし高たかき所ところは除のぞかず、また民たみはその先祖せんぞの神かみに心こころを傾かたむけなかった。
    


    
      34ヨシャパテのその他たの始終しじゅうの行為こういは、ハナニの子こエヒウの書しょにしるされ、イスラエルの列れつ王おうの書しょに載のせられてある。
    


    
      35この後のちユダの王おうヨシャパテはイスラエルの王おうアハジヤと相あい結むすんだ。アハジヤは悪あくを行おこなった。 36ヨシャパテはタルシシへ行いく船ふねを造つくるためにアハジヤと相あい結むすび、エジオン・ゲベルで一緒いっしょに船ふね数隻すうせきを造つくった。 37その時ときマレシャのドダワの子こエリエゼルはヨシャパテに向むかって預言よげんし、「あなたはアハジヤと相あい結むすんだので、主しゅはあなたの造つくった物ものをこわされます」と言いったが、その船ふねは難破なんぱして、タルシシへ行いくことができなかった。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1ヨシャパテは先祖せんぞたちと共ともに眠ねむり、先祖せんぞたちと共ともにダビデの町まちに葬ほうむられ、その子こヨラムが代かわって王おうとなった。 2ヨシャパテの子こであるその兄弟きょうだいたちはアザリヤ、エヒエル、ゼカリヤ、アザリヤ、ミカエルおよびシパテヤで、皆みなユダの王おうヨシャパテの子こたちであった。 3その父ちちは彼かれらに金きん、銀ぎん、宝物ほうもつの賜物たまものを多おおく与あたえ、またユダの要害ようがいの町々まちまちを与あたえたが、ヨラムは長子ちょうしなので、国くにはヨラムに与あたえた。 4ヨラムはその父ちちの位くらいに登のぼって強つよくなった時とき、その兄弟きょうだいたちをことごとくつるぎにかけて殺ころし、またユダのつかさたち数人すうにんを殺ころした。 5ヨラムは位くらいについた時とき三十二歳さいで、エルサレムで八年ねんの間あいだ世よを治おさめた。 6彼かれはアハブの家いえがしたようにイスラエルの王おうたちの道みちに歩あゆんだ。アハブの娘むすめを妻つまとしたからである。このように彼かれは主しゅの目めの前まえに悪あくをおこなったが、 7主しゅはさきにダビデと結むすばれた契約けいやくのゆえに、また彼かれとその子孫しそんとにながく、ともしびを与あたえると約束やくそくされたことによって、ダビデの家いえを滅ほろぼすことを好このまれなかった。
    


    
      8ヨラムの世よにエドムがそむいて、ユダの支配しはいを脱だっし、みずから王おうを立たてたので、 9ヨラムはその将校しょうこうたち、およびすべての戦車せんしゃを従したがえて渡わたって行いき、夜よるのうちに立たち上あがって、自分じぶんを包囲ほういしているエドムびととその戦車せんしゃの隊長たいちょうたちを撃うった。 10エドムはこのようにそむいてユダの支配しはいを脱だっし、今日こんにちに至いたっている。そのころリブナもまたそむいてユダの支配しはいを脱だっした。ヨラムが先祖せんぞたちの神かみ、主しゅを捨すてたからである。
    


    
      11彼かれはまたユダの山地さんちに高たかき所ところを造つくって、エルサレムの民たみに姦淫かんいんを行おこなわせ、ユダを惑まどわした。 12その時とき預言者よげんしゃエリヤから次つぎのような一通つうの手紙てがみがヨラムのもとに来きた、「あなたの先祖せんぞダビデの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、『あなたは父ちちヨシャパテの道みちに歩あゆまず、またユダの王おうアサの道みちに歩あゆまないで、 13イスラエルの王おうたちの道みちに歩あゆみ、ユダとエルサレムの民たみに、かのアハブの家いえがイスラエルに姦淫かんいんを行おこなわせたように、姦淫かんいんを行おこなわせ、またあなたの父ちちの家いえの者もので、あなたにまさっているあなたの兄弟きょうだいたちを殺ころしたゆえ、 14主しゅは大おおいなる災わざわいをもってあなたの民たみと子供こどもと妻つまたちと、すべての所有しょゆうを撃うたれる。 15あなたはまた内臓ないぞうの病気びょうきにかかって大病たいびょうになり、それが日ひに日ひに重おもくなって、ついに内臓ないぞうが出でるようになる』」。
    


    
      16その時とき、主しゅはヨラムに対たいしてエチオピヤびとの近ちかくに住すんでいるペリシテびととアラビヤびとの霊れいを振ふり起おこされたので、 17彼かれらはユダに攻せめ上のぼって、これを侵おかし、王おうの家いえにある貨か財ざいをことごとく奪うばい去さり、またヨラムの子供こどもと妻つまたちをも奪うばい去さったので、末すえの子こエホアハズのほかには、ひとりも残のこった者ものがなかった。
    


    
      18このもろもろの事ことの後のち、主しゅは彼かれを撃うって内臓ないぞうにいえがたい病気びょうきを起おこさせられた。 19時ときがたって、二年ねんの終おわりになり、その内臓ないぞうが病気びょうきのために出でて、重おもい病苦びょうくによって死しんだ。民たみは彼かれの先祖せんぞのために香こうをたいたように、彼かれのために香こうをたかなかった。 20ヨラムはその位くらいについた時とき三十二歳さいで、八年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめ、ついに死しんだ。ひとりも彼かれを惜おしむ者ものがなかった。人々ひとびとは彼かれをダビデの町まちに葬ほうむったが、王おうたちの墓はかにではなかった。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1エルサレムの民たみはヨラムの末すえの子こアハジヤを彼かれの代かわりに王おうとした。かつてアラビヤびとと一緒いっしょに陣営じんえいに攻せめてきた一隊たいの者ものが上うえの子こたちをことごとく殺ころしたので、ユダの王おうヨラムの子こアハジヤが王おうとなったのである。 2アハジヤは王おうとなった時とき四十二歳さいで、エルサレムで一年ねんの間あいだ世よを治おさめた。その母はははオムリの娘むすめで名なをアタリヤといった。 3アハジヤもまたアハブの家いえの道みちに歩あゆんだ。その母ははが彼かれの相談そうだん相手あいてとなって悪あくを行おこなわせたからである。 4彼かれはまたアハブの家いえがしたように主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこなった。すなわちその父ちちが死しんだ後のち、アハブの家いえの者ものがその相談役そうだんやくとなったので、彼かれはついに自分じぶんを滅ほろぼすに至いたった。 5アハジヤはまた彼かれらの勧すすめに従したがって、イスラエルの王おうアハブの子こヨラムと共ともにラモテ・ギレアデへ行いき、スリヤの王おうハザエルと戦たたかったが、スリヤびとはヨラムに傷きずを負おわせた。 6そこでヨラムはスリヤの王おうハザエルと戦たたかった時とき、ラマで負おったその傷きずをいやすためにエズレルに帰かえった。ユダの王おうヨラムの子こアハジヤはアハブの子こヨラムが病気びょうきなのでエズレルに下くだってこれを見舞みまった。
    


    
      7アハジヤがヨラムを見舞みまいに行いったことによって滅ほろびに至いたったのは神かみによって定さだめられたことである。すなわち彼かれがそこに着ついた時とき、ヨラムと一緒いっしょに出でて、ニムシの子こエヒウを迎むかえた。エヒウは主しゅがアハブの家いえを断たち滅ほろぼすために油あぶらを注そそがれた者ものである。 8エヒウはアハブの家いえを罰ばっするにあたって、ユダのつかさたち、およびアハジヤの兄弟きょうだいたちの子こらがアハジヤに仕つかえているのを見みたので、彼かれらをも殺ころした。 9アハジヤはサマリヤに隠かくれていたが、エヒウが彼かれを捜さがし求もとめたので、人々ひとびとは彼かれを捕とらえ、エヒウのもとに引ひいてきて、彼かれを殺ころした。ただし「彼かれは心こころをつくして主しゅを求もとめたヨシャパテの子こである」と人々ひとびとは言いったのでこれを葬ほうむった。こうしてアハジヤの家いえには国くにを統すべ治おさめうる者ものがなくなった。
    


    
      10アハジヤの母ははアタリヤは自分じぶんの子この死しんだのを見みて、立たってユダの家いえの王子おうじをことごとく滅ほろぼしたが、 11王おうの娘むすめエホシバはアハジヤの子こヨアシを王おうの子こたちの殺ころされる者もののうちから盗ぬすみ取とり、彼かれとそのうばを寝室しんしつにおいた。こうしてエホシバがヨアシをアタリヤから隠かくしたので、アタリヤはヨアシを殺ころさなかった。エホシバはヨラム王おうの娘むすめ、またアハジヤの妹いもうとで、祭司さいしエホヤダの妻つまである。 12こうしてヨアシは神かみの宮みやに隠かくれて彼かれらと共ともにおること六年ねん、その間かんアタリヤが国くにを治おさめた。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1第だい七年ねんになって、エホヤダは勇気ゆうきをだしてエロハムの子こアザリヤ、ヨハナンの子こイシマエル、オベデの子こアザリヤ、アダヤの子こマアセヤ、ジクリの子こエリシャパテなどの百人にんの長ちょうたちを招まねいて契約けいやくを結むすばせた。 2そこで彼かれらはユダを行いきめぐって、ユダのすべての町まちからレビびとを集あつめ、またイスラエルの氏族しぞくの長ちょうたちを集あつめて、エルサレムに来きた。 3そしてその会衆かいしゅうは皆みな神かみの宮みやで王おうと契約けいやくを結むすんだ。その時ときエホヤダは彼かれらに言いった、「主しゅがダビデの子孫しそんのことについて言いわれたように、王おうの子こが位くらいにつくべきです。 4あなたがたのなすべき事ことはこれです。すなわちあなたがた祭司さいしおよびレビびとの安息日あんそくにちにはいって来くる者ものの、三分ぶんの一は門もんを守まもる者ものとなり、 5三分ぶんの一は王おうの家いえにおり、三分ぶんの一は礎いしずえの門もんにおり、民たみは皆みな、主しゅの宮みやの庭にわにいなさい。 6祭司さいしと、勤つとめをするレビびとのほかは、だれも主しゅの宮みやに、はいってはならない。彼かれらは聖せいなる者ものであるから、はいることができる。民たみは皆みな、主しゅの命令めいれいを守まもらなければならない。 7レビびとはめいめい手てに武器ぶきをとって王おうのまわりに立たたなければならない。宮みやにはいる者ものをすべて殺ころしなさい。あなたがたは王おうがはいる時ときにも出でる時ときにも、王おうと共ともにいなさい」。
    


    
      8そこでレビびとおよびユダの人々ひとびとは、祭司さいしエホヤダがすべて命めいじたように行おこない、めいめいその組くみの者もので、安息日あんそくにちにはいって来くるべき者ものと、安息日あんそくにちに出でて行いくべき者ものを率ひきいていた。祭司さいしエホヤダが組くみの者ものを去さらせなかったからである。 9また祭司さいしエホヤダは、神かみの宮みやにあるダビデ王おうのやりおよび大盾おおだて、小盾こだてを百人にんの長ちょうたちに渡わたし、 10また王おうを守まもるために、すべての民たみにめいめい手てに武器ぶきをとらせ、宮みやの南側みなみがわから北側きたがわにわたって、祭壇さいだんと宮みやに沿そって立たたせた。 11こうして王おうの子こを連つれ出だして、これに冠かんむりをいただかせ、あかしの書しょを渡わたして王おうとなし、エホヤダおよびその子こたちが彼かれに油あぶらを注そそいだ。そして「王おう万歳ばんざい」と言いった。
    


    
      12アタリヤは民たみの走はしりながら王おうをほめる声こえを聞きいたので、主しゅの宮みやに入いり、民たみの所ところへ行いって、 13見みると、王おうは入口いりぐちで柱はしらのかたわらに立たち、王おうのかたわらには将軍しょうぐんたちとラッパ手てが立たっており、また国くにの民たみは皆みな喜よろこんでラッパを吹ふき、歌うたをうたう者ものは楽器がっきをもってさんびしていたので、アタリヤは衣ころもを裂さいて「反逆はんぎゃくだ、反逆はんぎゃくだ」と叫さけんだ。 14その時ときエホヤダは軍勢ぐんぜいを統率とうそつする百人にんの長ちょうたちを呼よび出だし、「列れつの間あいだから彼女かのじょを連つれ出だせ、彼女かのじょに従したがう者ものをつるぎで殺ころせ」と言いった。祭司さいしが彼女かのじょを主しゅの宮みやで殺ころしてはならないと言いったからである。 15そこで人々ひとびとは彼女かのじょに手てをかけ、王おうの家いえの馬うまの門もんの入口いりぐちまで連つれて行いき、その所ところで彼女かのじょを殺ころした。
    


    
      16エホヤダは自分じぶんとすべての民たみと王おうとの間あいだに、彼かれらは皆みな、主しゅの民たみとなるとの契約けいやくを結むすんだ。 17そこですべての民たみはバアルの家いえに行いって、それをこわし、その祭壇さいだんとその像ぞうとを打うち砕くだき、バアルの祭司さいしマッタンを祭壇さいだんの前まえで殺ころした。 18エホヤダはまた主しゅの宮みやの守衛しゅえいを、祭司さいしとレビびとの指揮しきのもとに置おいた。このレビびとは昔むかしダビデがモーセの律法りっぽうにしるされているように、喜よろこびと歌うたとをもって主しゅに燔祭はんさいをささげるために、主しゅの宮みやに配置はいちしたものであって、今いまそのダビデの例れいにならったものである。 19彼かれはまた主しゅの宮みやのもろもろの門もんに門衛もんえいを置おき、汚けがれた者ものは何なにによって汚けがれた者ものでも、はいらせないようにした。 20こうしてエホヤダは百人にんの長ちょうたち、貴族きぞくたち、民たみのつかさたちおよび国くにのすべての民たみを率ひきいて、主しゅの宮みやから王おうを連つれ下くだり、上うえの門もんから王おうの家いえに進すすみ、王おうを国くにの位くらいにつかせた。 21国くにの民たみは皆みな喜よろこんだ。町まちはアタリヤがつるぎで殺ころされた後のち、穏おだやかであった。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1ヨアシは位くらいについた時とき七歳さいで、エルサレムで四十年ねんの間あいだ、世よを治おさめた。彼かれの母はははベエルシバから出でた者もので名なをヂビアといった。 2ヨアシは祭司さいしエホヤダの世よにある日ひの間あいだは常つねに主しゅの良よしと見みられることを行おこなった。 3エホヤダは彼かれのためにふたりの妻つまをめとり、彼かれに男子だんしと女子じょしが生うまれた。
    


    
      4この後のちヨアシは主しゅの宮みやを修繕しゅうぜんしようと志こころざして、 5祭司さいしとレビびとを集あつめて言いった、「ユダの町々まちまちへ行いって、あなたがたの神かみの宮みやを年々ねんねん修繕しゅうぜんする資金しきんをすべてのイスラエルびとから集あつめなさい。その事ことを急いそいでしなさい」。ところがレビびとはこれを急いそいでしなかった。 6それで王おうはかしらであるエホヤダを召めして言いった、「あなたはなぜレビびとに求もとめて、主しゅのしもべモーセがあかしの幕屋まくやのためにイスラエルの会衆かいしゅうに課かした税金ぜいきんをユダとエルサレムから取とり立たてさせないのか」。 7かの悪わるい女おんなアタリヤの子こらが神かみの宮みやに侵入しんにゅうして主しゅの宮みやのもろもろの奉納物ほうのうぶつをとり、バアルのために用もちいたからである。
    


    
      8そこで王おうは命めいじて一個この箱はこを造つくらせ、これを主しゅの宮みやの門もんの外そとに置おき、 9ユダとエルサレムにふれて、神かみのしもべモーセが荒野あらのでイスラエルに課かした税金ぜいきんを主しゅのために持もってこさせた。 10すべてのつかさたちおよびすべての民たみは皆みな喜よろこんでその税金ぜいきんを持もって来きて、その箱はこに投なげ入いれたので、ついに箱はこはいっぱいになった。 11レビびとはその箱はこに金きんが多おおくあるのを見みて、王おうの役人やくにんの所ところへ持もって行いくと、王おうの書記しょきと祭司さいし長ちょうの下役したやくとが来きて、その箱はこを傾かたむけ、これを取とってもとの所ところに返かえした。彼かれらは日々ひびこのようにして金きんをおびただしく集あつめた。 12王おうとエホヤダはこれを主しゅの宮みやの工事こうじをなす者ものに渡わたし、石工いしくおよび木工もっこうを雇やとって、主しゅの宮みやを修繕しゅうぜんさせ、また鉄工てっこうおよび青銅せいどう工こうを雇やとって、主しゅの宮みやを修復しゅうふくさせた。 13工人こうじんたちは働はたらいたので、修復しゅうふくの工事こうじは彼かれらの手てによってはかどり、神かみの宮みやを、もとの状態じょうたいに復ふくし、これを堅固けんごにした。 14それをなし終おわったとき、余あまった金きんを王おうとエホヤダの前まえに持もって来きたので、それをもって主しゅの宮みやのために器物うつわものを造つくった。すなわち勤つとめの器うつわ、燔祭はんさいの器うつわ、香こうの皿さら、および金銀きんぎんの器うつわを造つくった。エホヤダの世よにある日ひの間あいだは、絶たえず主しゅの宮みやで燔祭はんさいをささげた。
    


    
      15しかしエホヤダは年老としおい、日ひが満みちて死しんだ。その死しんだ時ときは百三十歳さいであった。 16人々ひとびとは彼かれをダビデの町まちで王おうたちの中なかに葬ほうむった。彼かれはイスラエルにおいて神かみとその宮みやとに良よい事ことを行おこなったからである。
    


    
      17エホヤダの死しんだ後のち、ユダのつかさたちが来きて、うやうやしく王おうに敬意けいいを表あらわした。王おうは彼かれらに聞きき従したがった。 18彼かれらはその先祖せんぞの神かみ、主しゅの宮みやを捨すてて、アシラ像ぞうおよび偶像ぐうぞうに仕つかえたので、そのとがのために、怒いかりがユダとエルサレムに臨のぞんだ。 19主しゅは彼かれらをご自分じぶんに引ひき返かえそうとして、預言者よげんしゃたちをつかわし、彼かれらにむかってあかしをさせられたが、耳みみを傾かたむけなかった。
    


    
      20そこで神かみの霊れいが祭司さいしエホヤダの子こゼカリヤに臨のぞんだので、彼かれは民たみの前まえに立たち上あがって言いった、「神かみはこう仰おおせられる、『あなたがたが主しゅの戒いましめを犯おかして、災わざわいを招まねくのはどういうわけであるか。あなたがたが主しゅを捨すてたために、主しゅもあなたがたを捨すてられたのである』」。 21しかし人々ひとびとは彼かれを害がいしようと計はかり、王おうの命いのちによって、石いしをもって彼かれを主しゅの宮みやの庭にわで撃うち殺ころした。 22このようにヨアシ王おうはゼカリヤの父ちちエホヤダが自分じぶんに施ほどこした恵めぐみを思おもわず、その子こを殺ころした。ゼカリヤは死しぬ時とき、「どうぞ主しゅがこれをみそなわして罰ばっせられるように」と言いった。
    


    
      23年ねんの終おわりになって、スリヤの軍勢ぐんぜいはヨアシにむかって攻せめ上のぼり、ユダとエルサレムに来きて、民たみのつかさたちをことごとく民たみのうちから滅ほろぼし、そのぶんどり物ものを皆みなダマスコの王おうに送おくった。 24この時ときスリヤの軍勢ぐんぜいは少数しょうすうで来きたのであるが、主しゅは大軍たいぐんを彼かれらの手てに渡わたされた。これは彼かれらがその先祖せんぞの神かみ、主しゅを捨すてたためである。このように彼かれらはヨアシを罰ばっした。
    


    
      25スリヤ軍ぐんはヨアシに大だい傷きずを負おわせて捨すて去さったが、ヨアシの家来けらいたちは祭司さいしエホヤダの子この血ちのために、党とうを結むすんで彼かれにそむき、彼かれを床とこの上うえに殺ころして、死しなせた。人々ひとびとは彼かれをダビデの町まちに葬ほうむったが、王おうの墓はかには葬ほうむらなかった。 26党とうを結むすんで彼かれにそむいた者ものは、アンモンの女おんなシメアテの子こザバデおよびモアブの女おんなシムリテの子こヨザバデであった。 27ヨアシの子こらのこと、ヨアシに対たいする多おおくの預言よげんおよび神かみの宮みやの修理しゅうりの事ことなどは、列れつ王おうの書しょの注釈ちゅうしゃくにしるされている。ヨアシの子こアマジヤが彼かれに代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第二十五章


    
      1アマジヤは王おうとなった時とき二十五歳さいで、二十九年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめた。その母はははエルサレムの者もので、名なをエホアダンといった。 2アマジヤは主しゅの良よしと見みられることを行おこなったが、全まったき心こころをもってではなかった。 3彼かれは、国くにが彼かれの手てのうちに強つよくなったとき、父ちちヨアシ王おうを殺害さつがいした家来けらいたちを殺ころした。 4しかしその子こ供ともたちは殺ころさなかった。これはモーセの律法りっぽうの書しょにしるされている所ところに従したがったのであって、そこに主しゅは命めいじて、「父ちちは子このゆえに殺ころされるべきではない。子こは父ちちのゆえに殺ころされるべきではない。おのおの自分じぶんの罪つみのゆえに殺ころされるべきである」と言いわれている。
    


    
      5アマジヤはユダの人々ひとびとを集あつめ、その氏族しぞくに従したがって、千人にんの長ちょうに付属ふぞくさせ、または百人にんの長ちょうに付属ふぞくさせた。ユダとベニヤミンのすべてに行いった。そして二十歳さい以上いじょうの者ものを数かぞえたところ、やりと盾たてをとって戦たたかいに臨のぞみうる精兵せいへい三十万人にんを得えた。 6彼かれはまた銀ぎん百タラントをもってイスラエルから大だい勇士ゆうし十万人にんを雇やとった。 7その時とき、神かみの人ひとが彼かれの所ところに来きて言いった、「王おうよ、イスラエルの軍勢ぐんぜいをあなたと共ともに行いかせてはいけません。主しゅはイスラエルびと、すなわちエフライムのすべての人々ひとびととは共ともにおられないからです。 8もしあなたがこのような方法ほうほうで戦たたかいに強つよくなろうと思おもうならば、神かみはあなたを敵てきの前まえに倒たおされるでしょう。神かみには助たすける力ちからがあり、また倒たおす力ちからがあるからです」。 9アマジヤは神かみの人ひとに言いった、「それではわたしがイスラエルの軍隊ぐんたいに与あたえた百タラントをどうしましょうか」。神かみの人ひとは答こたえた、「主しゅはそれよりも多おおいものをあなたにお与あたえになることができます」。 10そこでアマジヤはエフライムから来きて自分じぶんに加くわわった軍隊ぐんたいを分離ぶんりして帰かえらせたので、彼かれらはユダに対たいして激はげしい怒いかりを発はっし、火ひのように怒いかって自分じぶんの所ところに帰かえった。 11しかしアマジヤは勇気ゆうきを出だし、その民たみを率ひきいて塩しおの谷たにへ行いき、セイルびと一万人にんを撃うち殺ころした。 12またユダの人々ひとびとはこのほかに一万人にんをいけどり、岩いわの頂いただきに引ひいて行いって岩いわの頂いただきから彼かれらを投なげ落おとしたので、皆みなこなごなに砕くだけた。 13ところがアマジヤが自分じぶんと共ともに戦たたかいに行いかせないで帰きしてやった兵卒へいそつらが、サマリヤからベテホロンまでの、ユダの町々まちまちを襲おそって三千人にんを殺ころし、多おおくの物ものを奪うばい取とった。
    


    
      14アマジヤはエドムびとを殺ころして帰かえった時とき、セイルびとの神々かみがみを携たずさえてきて、これを安置あんちして自分じぶんの神かみとし、これを礼拝れいはいし、これにささげ物ものをなした。 15それゆえ、主しゅはアマジヤに向むかって怒いかりを発はっし、預言者よげんしゃを彼かれにつかわして言いわせられた、「かの民たみの神々かみがみは自分じぶんの民たみをあなたの手てから救すくうことができなかったのに、あなたはどうしてそれを求もとめたのか」。 16彼かれがこう王おうに語かたると、王おうは彼かれに、「われわれはあなたを王おうの顧問こもんにしたのですか。やめなさい。あなたはどうして殺ころされようとするのですか」と言いったので、預言者よげんしゃはやめて言いった、「あなたはこの事ことを行いって、わたしのいさめを聞ききいれないゆえ、神かみはあなたを滅ほろぼそうと定さだめられたことをわたしは知しっています」。
    


    
      17そこでユダの王おうアマジヤは協議きょうぎの結果けっか、人ひとをエヒウの子こエホアハズの子こであるイスラエルの王おうヨアシにつかわし、「さあ、われわれは互たがいに顔かおをあわせよう」と言いわせたところ、 18イスラエルの王おうヨアシはユダの王おうアマジヤに言いい送おくった、「レバノンのいばらが、かつてレバノンの香柏こうはくに、『あなたの娘むすめをわたしのむすこの妻つまに与あたえよ』と言いい送おくったところが、レバノンの野獣やじゅうが通とおりかかって、そのいばらを踏ふみ倒たおした。 19あなたは『見みよ、わたしはエドムを撃うち破やぶった』と言いって心こころに誇ほこり高たかぶっている。しかしあなたは自分じぶんの家いえにとどまっていなさい。どうしてあなたは災わざわいを引ひき起おこして、自分じぶんもユダも共ともに滅ほろびようとするのか」。
    


    
      20しかしアマジヤは聞ききいれなかった。これは神かみから出でたのであって、彼かれらがエドムの神々かみがみを求もとめたので神かみは彼かれらを敵てきの手てに渡わたされるためである。 21そこでイスラエルの王おうヨアシは上のぼって来きて、ユダのベテシメシでユダの王おうアマジヤと顔かおを合あわせたが、 22ユダはイスラエルに撃うち破やぶられ、おのおのその天幕てんまくに逃にげ帰かえった。 23その時ときイスラエルの王おうヨアシはエホアハズの子こヨアシの子こであるユダの王おうアマジヤをベテシメシで捕とらえて、エルサレムに引ひいて行いき、エルサレムの城壁じょうへきをエフライム門もんから、隅すみの門もんまで四百キュビトほどをこわし、 24また神かみの宮みやのうちで、オベデエドムが守まもっていたすべての金銀きんぎんおよびもろもろの器物うつわものならびに王おうの家いえの財宝ざいほうを奪うばい、また人質ひとじちをとって、サマリヤに帰かえった。
    


    
      25ユダの王おうヨアシの子こアマジヤはイスラエルの王おうエホアハズの子こヨアシが死しんで後のちなお十五年ねん生いきながらえた。 26アマジヤのその他たの始終しじゅうの行為こういは、ユダとイスラエルの列れつ王おうの書しょにしるされているではないか。 27アマジヤがそむいて、主しゅに従したがわなくなった時ときから、人々ひとびとはエルサレムにおいて党とうを結むすび、彼かれに敵てきしたので、彼かれはラキシに逃にげて行いったが、その人々ひとびとはラキシに人ひとをやって、彼かれをその所ところで殺ころさせた。 28人々ひとびとはこれを馬うまに負おわせて持もってきて、ユダの町まちでその先祖せんぞたちと共ともにこれを葬ほうむった。
    

  


  


  
    第二十六章


    
      1そこでユダの民たみは皆みなウジヤをとって王おうとなし、その父ちちアマジヤに代かわらせた。時ときに十六歳さいであった。 2彼かれはエラテを建たてて、これをふたたびユダのものにした。これはかの王おうがその先祖せんぞたちと共ともに眠ねむった後のちであった。 3ウジヤは王おうとなった時とき十六歳さいで、エルサレムで五十二年ねんの間あいだ世よを治おさめた。その母はははエルサレムの者もので名なをエコリヤといった。 4ウジヤは父ちちアマジヤがしたように、すべて主しゅの良よしと見みられることを行おこなった。 5彼かれは神かみを恐おそれることを自分じぶんに教おしえたゼカリヤの世よにある日ひの間あいだ、神かみを求もとめることに努つとめた。彼かれが主しゅを求もとめた間あいだ、神かみは彼かれを栄さかえさせられた。
    


    
      6彼かれは出でてペリシテびとと戦たたかい、ガテの城壁じょうへき、ヤブネの城壁じょうへきおよびアシドドの城壁じょうへきをくずし、アシドドの地ちとペリシテびとのなかに町まちを建たてた。 7神かみは彼かれを助たすけてペリシテびとと、グルバアルに住すむアラビヤびとおよびメウニびとを攻せめ撃うたせられた。 8アンモンびとはウジヤにみつぎを納おさめた。ウジヤは非常ひじょうに強つよくなったので、その名なはエジプトの入口いりぐちまでも広ひろまった。 9ウジヤはまたエルサレムの隅すみの門もん、谷たにの門もんおよび城壁じょうへきの曲まがりかどにやぐらを建たてて、これを堅固けんごにした。 10彼かれはまた荒野あらのにやぐらを建たて、また多おおくの水みずためを掘ほった。彼かれは平野へいやにも平地へいちにもたくさんの家畜かちくをもっていたからである。彼かれはまた農事のうじを好このんだので、山々やまやまおよび肥こえた畑はたけには農夫のうふとぶどうをつくる者ものをもっていた。 11ウジヤはまたよく戦たたかう一軍団ぐんだんを持もっていた。彼かれらは書記しょきエイエルと、つかさマアセヤによって調しらべた数かずに従したがって組々くみぐみに分わかれ、皆みな王おうの軍ぐん長ちょうのひとりハナニヤの指揮しき下したにあった。 12その氏族しぞくの長ちょうである大だい勇士ゆうしの数かずは合あわせて二千六百人にんであった。 13その指揮しき下したにある軍勢ぐんぜいは三十万七千五百人にんで、皆みな大おおいなる力ちからをもって戦たたかい、王おうを助たすけて敵てきに当あたった。 14ウジヤはその全ぜん軍ぐんのために盾たて、やり、かぶと、よろい、弓ゆみおよび石いし投なげの石いしを備そなえた。 15彼かれはまたエルサレムで技術ぎじゅつ者ものの考案こうあんした機械きかいを造つくって、これをやぐらおよび城壁じょうへきのすみずみにすえ、これをもって矢やおよび大石おおいしを射出しゃしゅつした。こうして彼かれの名声めいせいは遠とおくまで広ひろまった。彼かれが驚おどろくほど神かみの助たすけを得えて強つよくなったからである。
    


    
      16ところが彼かれは強つよくなるに及およんで、その心こころに高たかぶり、ついに自分じぶんを滅ほろぼすに至いたった。すなわち彼かれはその神かみ、主しゅにむかって罪つみを犯おかし、主しゅの宮みやにはいって香こうの祭壇さいだんの上うえに香こうをたこうとした。 17その時とき、祭司さいしアザリヤは主しゅの祭司さいしである勇士ゆうし八十人にんを率ひきいて、彼かれのあとに従したがってはいり、 18ウジヤ王おうを引ひき止とめて言いった、「ウジヤよ、主しゅに香こうをたくことはあなたのなすべきことではなく、ただアロンの子孫しそんで、香こうをたくために清きよめられた祭司さいしたちのすることです。すぐ聖所せいじょから出でなさい。あなたは罪つみを犯おかしました。あなたは主しゅなる神かみから栄さかえを得えることはできません」。 19するとウジヤは怒いかりを発はっし、香炉こうろを手てにとって香こうをたこうとしたが、彼かれが祭司さいしに向むかって怒いかりを発はっしている間あいだに、らい病びょうがその額ひたいに起たった。時ときに彼かれは主しゅの宮みやで祭司さいしたちの前まえ、香こうの祭壇さいだんのかたわらにいた。 20祭司さいしの長ちょうアザリヤおよびすべての祭司さいしたちが彼かれを見みると、彼かれの額ひたいにらい病びょうが生しょうじていたので、急いそいで彼かれをそこから追おい出だした。彼かれ自身じしんもまた主しゅに撃うたれたことを知しって、急いそいで出でて行いった。 21ウジヤ王おうは、死しぬ日ひまでらい病人びょうにんであった。彼かれはらい病人びょうにんであったので、離はなれ殿どのに住すんだ。主しゅの宮みやから断たたれたからである。その子こヨタムが王おうの家いえをつかさどり、国くにの民たみを治おさめた。 22ウジヤのその他たの始終しじゅうの行為こういは、アモツの子こ預言者よげんしゃイザヤがこれを書かきしるした。 23ウジヤは先祖せんぞたちと共ともに眠ねむったので、人々ひとびとは「彼かれはらい病人びょうにんである」と言いって、王おうたちの墓はかに連つらなる墓地ぼちに、その先祖せんぞたちと共ともに葬ほうむった。その子こヨタムが彼かれに代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第二十七章


    
      1ヨタムは王おうとなった時とき二十五歳さいで、十六年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめた。その母はははザドクの娘むすめで名なをエルシャといった。 2ヨタムはその父ちちウジヤがしたように主しゅの良よしと見みられることをした。しかし主しゅの宮みやには、はいらなかった。民たみはなお悪あくを行おこなった。 3彼かれは主しゅの宮みやの上うえの門もんを建たて、オペルの石いしがきを多おおく築きずき増まし、 4またユダの山地さんちに数個すうこの町まちを建たて、林はやしの間あいだに城しろとやぐらを築きずいた。 5彼かれはアンモンびとの王おうと戦たたかってこれに勝かった。その年ねんアンモンの人々ひとびとは銀ぎん百タラント、小麦こむぎ一万コル、大麦おおむぎ一万コルを彼かれに贈おくった。アンモンの人々ひとびとは第だい二年ねんにも第だい三年ねんにも同おなじように彼かれに納おさめた。 6ヨタムはその神かみ、主しゅの前まえにその行おこないを堅かたくしたので力ちからある者ものとなった。 7ヨタムのその他たの行為こうい、そのすべての戦たたかいおよびその行おこないなどは、イスラエルとユダの列れつ王おうの書しょにしるされている。 8彼かれは王おうとなった時とき、二十五歳さいで、十六年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめた。 9ヨタムはその先祖せんぞと共ともに眠ねむったので、ダビデの町まちに葬ほうむられ、その子こアハズが彼かれに代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第二十八章


    
      1アハズは王おうとなった時とき二十歳さいで、十六年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめたが、その父ちちダビデとは違ちがって、主しゅの良よしと見みられることを行おこなわず、 2イスラエルの王おうたちの道みちに歩あゆみ、またもろもろのバアルのために鋳いた像ぞうを造つくり、 3ベンヒンノムの谷たにで香こうをたき、その子こらを火ひに焼やいて供そなえ物ものとするなど、主しゅがイスラエルの人々ひとびとの前まえから追おい払はらわれた異邦人いほうじんの憎にくむべき行おこないにならい、 4また高たかき所ところの上うえ、丘おかの上うえ、すべての青あお木きの下したで犠牲ぎせいをささげ、香こうをたいた。
    


    
      5それゆえ、その神かみ、主しゅは彼かれをスリヤの王おうの手てに渡わたされたので、スリヤびとは彼かれを撃うち破やぶり、その民たみを多おおく捕虜ほりょとして、ダマスコに引ひいて行いった。彼かれはまたイスラエルの王おうの手てにも渡わたされたので、イスラエルの王おうも彼かれを撃うち破やぶって大おおいに殺ころした。 6すなわちレマリヤの子こペカはユダで一日にちのうちに十二万人にんを殺ころした。皆みな勇士ゆうしであった。これは彼かれらがその先祖せんぞの神かみ、主しゅを捨すてたためである。 7その時とき、エフライムの勇士ゆうしジクリという者ものが王おうの子こマアセヤ、宮内くない大臣だいじんアズリカムおよび王おうに次つぐ人ひとエルカナを殺ころした。
    


    
      8イスラエルの人々ひとびとはついにその兄弟きょうだいのうちから婦人ふじんならびに男子だんし、女子じょしなど二十万人にんを捕虜ほりょにし、また多おおくのぶんどり物ものをとり、そのぶんどり物ものをサマリヤに持もって行いった。 9その時ときそこに名なをオデデという主しゅの預言者よげんしゃがあって、サマリヤに帰かえって来きた軍勢ぐんぜいの前まえに進すすみ出でて言いった、「見みよ、あなたがたの先祖せんぞの神かみ、主しゅはユダを怒いかって、これをあなたがたの手てに渡わたされたが、あなたがたは天てんに達たっするほどの怒いかりをもってこれを殺ころした。 10そればかりでなく、あなたがたは今いま、ユダとエルサレムの人々ひとびとを従したがわせて、自分じぶんの男女だんじょの奴隷どれいにしようと思おもっている。しかしあなたがた自身じしんもまた、あなたがたの神かみ、主しゅに罪つみを犯おかしているではないか。 11いまわたしに聞きき、あなたがたがその兄弟きょうだいのうちから捕とらえて来きた捕虜ほりょを放はなち帰かえらせなさい。主しゅの激はげしい怒いかりがあなたがたの上うえに臨のぞんでいるからです」。 12そこでエフライムびとのおもなる人々ひとびと、すなわちヨハナンの子こアザリヤ、メシレモテの子こベレキヤ、シャルムの子こヒゼキヤ、ハデライの子こアマサらもまた、戦争せんそうから帰かえった者ものどもに向むかって立たちあがり、 13彼かれらに言いった、「捕虜ほりょをここに引ひき入いれてはならない。あなたがたはわたしどもに主しゅに対たいするとがを得えさせて、さらにわれわれの罪つみとがを増まし加くわえようとしている。われわれのとがは大おおきく、激はげしい怒いかりがイスラエルの上うえに臨のぞんでいるからです」。 14そこで兵卒へいそつどもがその捕虜ほりょとぶんどり物ものをつかさたちと全ぜん会衆かいしゅうの前まえに捨すてておいたので、 15前まえに名なをあげた人々ひとびとが立たって捕虜ほりょを受うけ取とり、ぶんどり物もののうちから衣服いふくをとって、裸はだかの者ものに着きせ、また、くつをはかせ、食くい飲のみさせ、油あぶらを注そそぎなどし、その弱よわい者ものを皆みなろばに乗のせ、こうして彼かれらをしゅろの町まちエリコに連つれて行いって、その兄弟きょうだいたちに渡わたし、そしてサマリヤに帰かえって来きた。
    


    
      16その時ときアハズ王おうは人ひとをアッスリヤの王おうにつかわして助たすけを求もとめさせた。 17エドムびとが再ふたたび侵入しんにゅうしてユダを撃うち、民たみを捕とらえ去さったからである。 18ペリシテびともまた平野へいやの町々まちまちおよびユダのネゲブの町々まちまちを侵おかして、ベテシメシ、アヤロン、ゲデロテおよびソコとその村里むらざと、テムナとその村里むらざと、ギムゾとその村里むらざとを取とって、そこに住すんだ。 19これはイスラエルの王おうアハズのゆえに、主しゅがユダを低ひくくされたのであって、彼かれがユダのうちにみだらなことを行おこない、主しゅに向むかって大おおいに罪つみを犯おかしたからである。 20アッスリヤの王おうテルガデ・ピルネセルは彼かれの所ところに来きたが、彼かれに力ちからを添そえないで、かえって彼かれを悩なやました。 21アハズは主しゅの宮みやと王おうの家いえ、およびつかさたちの家いえの物ものを取とってアッスリヤの王おうに与あたえたが、それはアハズの助たすけにはならなかった。
    


    
      22このアハズ王おうはその悩なやみの時ときにあたって、ますます主しゅに罪つみを犯おかした。 23すなわち、彼かれは自分じぶんを撃うったダマスコの神々かみがみに、犠牲ぎせいをささげて言いった、「スリヤの王おうたちの神々かみがみはその王おうたちを助たすけるから、わたしもそれに犠牲ぎせいをささげよう。そうすれば彼かれらはわたしを助たすけるであろう」と。しかし、彼かれらはかえってアハズとイスラエル全国ぜんこくとを倒たおす者ものとなった。 24アハズは神かみの宮みやの器物うつわものを集あつめて、神かみの宮みやの器物うつわものを切きり破やぶり、主しゅの宮みやの戸とを閉とじ、エルサレムのすべてのすみずみに祭壇さいだんを造つくり、 25ユダのすべての町々まちまちに高たかき所ところを造つくって、他たの神々かみがみに香こうをたきなどして、先祖せんぞの神かみ、主しゅの怒いかりを引ひき起おこした。 26アハズのその他たの始終しじゅうの行為こういおよびそのすべての行動こうどうは、ユダとイスラエルの列れつ王おうの書しょにしるされている。 27アハズはその先祖せんぞたちと共ともに眠ねむったので、エルサレムの町まちにこれを葬ほうむった。しかし、イスラエルの王おうたちの墓はかには持もって行いかなかった。その子こヒゼキヤが彼かれに代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第二十九章


    
      1ヒゼキヤは王おうとなった時とき二十五歳さいで、二十九年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめた。その母はははアビヤと言いって、ゼカリヤの娘むすめである。 2ヒゼキヤは父ちちダビデがすべてなしたように主しゅの良よしと見みられることをした。
    


    
      3彼かれはその治世ちせいの第だい一年ねんの一月がつに主しゅの宮みやの戸とを開ひらき、かつこれを繕つくろった。 4彼かれは祭司さいしとレビびとを連つれていって、東ひがしの広場ひろばに集あつめ、 5彼かれらに言いった、「レビびとよ、聞ききなさい。あなたがたは今いま、身みを清きよめて、あなたがたの先祖せんぞの神かみ、主しゅの宮みやを清きよめ、聖所せいじょから汚けがれを除のぞき去さりなさい。 6われわれの先祖せんぞは罪つみを犯おかし、われわれの神かみ、主しゅの悪あくと見みられることを行いって、主しゅを捨すて、主しゅのすまいに顔かおをそむけ、うしろを向むけた。 7また廊ろうの戸とを閉とじ、ともしびを消けし、聖所せいじょでイスラエルの神かみに香こうをたかず、燔祭はんさいをささげなかった。 8それゆえ、主しゅの怒いかりはユダとエルサレムに臨のぞみ、あなたがたが目めに見みるように、主しゅは彼かれらを恐おそれと驚おどろきと物笑ものわらいにされた。 9見みよ、われわれの父ちちたちはつるぎにたおれ、われわれのむすこたち、むすめたち、妻つまたちはこれがために捕虜ほりょとなった。 10今いまわたしは、イスラエルの神かみ、主しゅと契約けいやくを結むすぶ志こころざしをもっている。そうすればその激はげしい怒いかりは、われわれを離はなれるであろう。 11わが子こらよ、今いまは怠おこたってはならない。主しゅはあなたがたを選えらんで、主しゅの前まえに立たって仕つかえさせ、ご自分じぶんに仕つかえる者ものとなし、また香こうをたく者ものとされたからである」。 12そこでレビびとは立たち上あがった。すなわちコハテびとの子孫しそんのうちでは、アマサイの子こマハテおよびアザリヤの子こヨエル。メラリの子孫しそんでは、アブデの子こキシおよびエハレレルの子こアザリヤ。ゲルションびとのうちでは、ジンマの子こヨアおよびヨアの子こエデン。 13エリザパンの子孫しそんのうちでは、シムリとエイエル。アサフの子孫しそんのうちでは、ゼカリヤとマッタニヤ。 14ヘマンの子孫しそんのうちでは、エヒエルとシメイ。エドトンの子孫しそんのうちでは、シマヤとウジエルである。 15彼かれらはその兄弟きょうだいたちを集あつめて身みを清きよめ、主しゅの言葉ことばによる王おうの命令めいれいに従したがって、主しゅの宮みやを清きよめるためにはいって来きた。 16祭司さいしたちが主しゅの宮みやの奥おくにはいってこれを清きよめ、主しゅの宮みやにあった汚けがれた物ものをことごとく主しゅの宮みやの庭にわに運はこび出だすと、レビびとはそれを受うけて外そとに出だし、キデロン川かわに持もって行いった。 17彼かれらは正月しょうがつの元日がんじつに清きよめることを始はじめて、その月つきの八日かに主しゅの宮みやの廊ろうに達たっした。それから主しゅの宮みやを清きよめるのに八日かを費ついやし、正月しょうがつの十六日にちにこれを終おわった。 18そこで彼かれらはヒゼキヤ王おうの所ところへ行いって言いった、「われわれは主しゅの宮みやをことごとく清きよめ、また燔祭はんさいの壇だんとそのすべての器物うつわもの、および供そなえのパンの机つくえとそのすべての器物うつわものとを清きよめました。 19またアハズ王おうがその治世ちせいに罪つみを犯おかして捨すてたすべての器物うつわものをも整ととのえて清きよめました。それらは主しゅの祭壇さいだんの前まえにあります」。
    


    
      20そこでヒゼキヤ王おうは朝あさ早はやく起おきいで、町まちのつかさたちを集あつめて、主しゅの宮みやに上のぼって行いき、 21雄牛おうし七頭とう、雄羊おひつじ七頭とう、小羊こひつじ七頭とう、雄おやぎ七頭とうを引ひいてこさせ、国くにと聖所せいじょとユダのためにこれを罪祭ざいさいとし、アロンの子孫しそんである祭司さいしたちに命めいじてこれを主しゅの祭壇さいだんの上うえにささげさせた。 22すなわち、雄牛おうしをほふると、祭司さいしたちはその血ちを受うけて祭壇さいだんにふりかけ、また雄羊おひつじをほふると、その血ちを祭壇さいだんにふりかけ、また小羊こひつじをほふると、その血ちを祭壇さいだんにふりかけた。 23そして罪祭ざいさいの雄おやぎを王おうと会衆かいしゅうの前まえに引ひいて来きたので、彼かれらはその上うえに手てを置おいた。 24そして祭司さいしたちはこれをほふり、その血ちを罪祭ざいさいとして祭壇さいだんの上うえにささげてイスラエル全国ぜんこくのためにあがないをした。これは王おうがイスラエル全国ぜんこくのために燔祭はんさいおよび罪祭ざいさいをささげることを命めいじたためである。
    


    
      25王おうはまたレビびとを主しゅの宮みやに置おき、ダビデおよび王おうの先見者せんけんしゃガドと預言者よげんしゃナタンの命令めいれいに従したがって、これにシンバル、立琴たてごとおよび琴ことをとらせた。これは主しゅがその預言者よげんしゃによって命めいじられたところである。 26こうしてレビびとはダビデの楽器がっきをとり、祭司さいしはラッパをとって立たった。 27そこでヒゼキヤは燔祭はんさいを祭壇さいだんの上うえにささげることを命めいじた。燔祭はんさいをささげ始はじめた時とき、主しゅの歌うたをうたい、ラッパを吹ふき、イスラエルの王おうダビデの楽器がっきをならし始はじめた。 28そして会衆かいしゅうは皆みな礼拝れいはいし、歌うたうたう者ものは歌うたをうたい、ラッパ手てはラッパを吹ふき鳴ならし、燔祭はんさいが終おわるまですべてこのようであったが、 29ささげる事ことが終おわると、王おうおよび彼かれと共ともにいた者ものはみな身みをかがめて礼拝れいはいした。 30またヒゼキヤ王おうおよびつかさたちはレビびとに命めいじて、ダビデと先見者せんけんしゃアサフの言葉ことばをもって主しゅをさんびさせた。彼かれらは喜よろこんでさんびし、頭とうをさげて礼拝れいはいした。
    


    
      31その時とき、ヒゼキヤは言いった、「あなたがたはすでに主しゅに仕つかえるために身みを清きよめたのであるから、進すすみよって、主しゅの宮みやに犠牲ぎせいと感謝かんしゃの供そなえ物ものを携たずさえて来きなさい」と。そこで会衆かいしゅうは犠牲ぎせいと感謝かんしゃの供そなえ物ものを携たずさえて来きた。また志こころざしある者ものは皆みな燔祭はんさいを携たずさえて来きた。 32会衆かいしゅうの携たずさえて来きた燔祭はんさいの数かずは雄牛おうし七十頭とう、雄羊おひつじ百頭とう、小羊こひつじ二百頭とう、これらは皆みな主しゅに燔祭はんさいとしてささげるものであった。 33また奉納物ほうのうぶつは牛うし六百頭とう、小羊こひつじ三千頭とうであった。 34ところが祭司さいしが少すくなくてその燔祭はんさいの物ものの皮かわを、はぎつくすことができなかったので、その兄弟きょうだいであるレビびとがこれを助たすけて、そのわざをなし終おえ、その間かんに他たの祭司さいしたちは身みを清きよめた。これはレビびとが祭司さいしたちよりも、身みを清きよめることに、きちょうめんであったからである。 35このほかおびただしい燔祭はんさいがあり、また、酬恩祭しゅうおんさいの脂肪しぼうおよび燔祭はんさいの灌祭かんさいもあった。こうして、主しゅの宮みやの勤つとめは回復かいふくされた。 36この事ことは、にわかになされたけれども、神かみがこのように民たみのために備そなえをされたので、ヒゼキヤおよびすべての民たみは喜よろこんだ。
    

  


  


  
    第三十章


    
      1ヒゼキヤはイスラエルとユダにあまねく人ひとをつかわし、また手紙てがみをエフライムとマナセに書かき送おくり、エルサレムにある主しゅの宮みやに来きて、イスラエルの神かみ、主しゅに過越すぎこしの祭まつりを行おこなうように勧すすめた。 2王おうはすでにつかさたちおよびエルサレムにおる全ぜん会衆かいしゅうに計はかって、二月がつに過越すぎこしの祭まつりを行おこなうことを定さだめた。 3——これは身みを清きよめた祭司さいしの数かずが足たらず、民たみもまた、エルサレムに集あつまらなかったので、正月しょうがつにこれを行おこなうことができなかったからである—— 4この事ことが、王おうにも全ぜん会衆かいしゅうにも良よかったので、 5この事ことを定さだめて、ベエルシバからダンまでイスラエルにあまねくふれ示しめし、エルサレムに来きて、イスラエルの神かみ、主しゅに過越すぎこしの祭まつりを行おこなうことを勧すすめた。これはしるされているように、これを行おこなう者ものが多おおくなかったゆえである。 6そこで飛脚ひきゃくたちは、王おうとそのつかさたちから受うけた手紙てがみをもって、イスラエルとユダをあまねく行いき巡めぐり、王おうの命いのちを伝つたえて言いった、「イスラエルの人々ひとびとよ、あなたがたはアブラハム、イサク、イスラエルの神かみ、主しゅに立たち返かえりなさい。そうすれば主しゅは、アッスリヤの王おうたちの手てからのがれた残のこりのあなたがたに、帰かえられるでしょう。 7あなたがたの父ちちたちおよび兄弟きょうだいたちのようになってはならない。彼かれらはその先祖せんぞたちの神かみ、主しゅにむかって罪つみを犯おかしたので、あなたがたの見みるように主しゅは彼かれらを滅ほろびに渡わたされたのです。 8あなたがたの父ちちたちのように強情ごうじょうにならないで、主しゅに帰服きふくし、主しゅがとこしえに聖別せいべつされた聖所せいじょに入いり、あなたがたの神かみ、主しゅに仕つかえなさい。そうすれば、その激はげしい怒いかりがあなたがたを離はなれるでしょう。 9もしあなたがたが主しゅに立たち返かえるならば、あなたがたの兄弟きょうだいおよび子供こどもは、これを捕とらえていった者ものの前まえにあわれみを得えて、この国くにに帰かえることができるでしょう。あなたがたの神かみ、主しゅは恵めぐみあり、あわれみある方かたであられるゆえ、あなたがたが彼かれに立たち返かえるならば、顔かおをあなたがたにそむけられることはありません」。
    


    
      10このように飛脚ひきゃくたちは、エフライムとマナセの国くににはいって、町まちから町まちに行いき巡めぐり、ついに、ゼブルンまで行いったが、人々ひとびとはこれをあざけり笑わらった。 11ただしアセル、マナセ、ゼブルンのうちには身みを低ひくくして、エルサレムにきた人々ひとびともあった。 12またユダにおいては神かみの手てが人々ひとびとに一つ心こころを与あたえて、王おうとつかさたちが主しゅの言葉ことばによって命めいじたことを行おこなわせた。
    


    
      13こうして二月がつになって、多おおくの民たみは、種たね入いれぬパンの祭まつりを行おこなうためエルサレムに集あつまったが、非常ひじょうに大おおきな会衆かいしゅうであった。 14彼かれらは立たってエルサレムにあるもろもろの祭壇さいだんを取とり除のぞき、またすべての香こうをたく祭壇さいだんを取とり除のぞいてキデロン川かわに投なげすて、 15二月がつの十四日かに過越すぎこしの小羊こひつじをほふった。そこで祭司さいしたちおよびレビびとはみずから恥はじ、身みを清きよめて主しゅの宮みやに燔祭はんさいを携たずさえて来きた。 16彼かれらは神かみの人ひとモーセの律法りっぽうに従したがい、いつものようにその所ところに立たち、祭司さいしたちは、レビびとの手てから血ちを受うけて注そそいだ。 17時ときに、会衆かいしゅうのうちにまだ身みを清きよめていない者ものが多おおかったので、レビびとはその清きよくないすべての人々ひとびとに代かわって過越すぎこしの小羊こひつじをほふり、主しゅに清きよめてささげた。 18多おおくの民たみすなわちエフライム、マナセ、イッサカル、ゼブルンからきた多おおくの者ものはまだ身みを清きよめていないのに、書かきしるされたとおりにしないで過越すぎこしの物ものを食たべた。それでヒゼキヤは、彼かれらのために祈いのって言いった、「恵めぐみふかき主しゅよ、彼かれらをゆるしてください。 19彼かれらは聖所せいじょの清きよめの規定きていどおりにしなかったけれども、その心こころを傾かたむけて神かみを求もとめ、その先祖せんぞの神かみ、主しゅを求もとめたのです」。 20主しゅはヒゼキヤに聞きいて、民たみをいやされた。 21そこでエルサレムに来きていたイスラエルの人々ひとびとは大おおいなる喜よろこびをいだいて、七日なぬかのあいだ種たね入いれぬパンの祭まつりを行おこなった。またレビびとと祭司さいしたちは日々ひびに主しゅをさんびし、力ちからをつくして主しゅをたたえた。 22そしてヒゼキヤは主しゅの勤つとめによく通つうじているすべてのレビびとを深ふかくねぎらった。こうして人々ひとびとは酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいをささげ、その先祖せんぞの神かみ、主しゅに感謝かんしゃして、七日なぬかのあいだ祭まつりの供そなえ物ものを食たべた。
    


    
      23なお全ぜん会衆かいしゅうは相あいはかって、さらに七日なぬかのあいだ祭まつりを守まもることを定さだめ、喜よろこびをもってまた七日なぬかのあいだ守まもった。 24時ときにユダの王おうヒゼキヤは雄牛おうし一千頭とう、羊ひつじ七千頭とうを会衆かいしゅうに贈おくり、また、つかさたちは雄牛おうし一千頭とう、羊ひつじ一いち万まん頭とうを会衆かいしゅうに贈おくった。祭司さいしもまた多おおく身みを清きよめた。 25ユダの全ぜん会衆かいしゅうおよび祭司さいし、レビびと、ならびにイスラエルからきた全ぜん会衆かいしゅう、およびイスラエルの地ちからきた他国たこく人じんと、ユダに住すむ他国たこく人じんは皆みな喜よろこんだ。 26このようにエルサレムに大おおいなる喜よろこびがあった。イスラエルの王おうダビデの子こソロモンの時ときからこのかた、このような事ことはエルサレムになかった。 27このとき祭司さいしたちとレビびとは立たって、民たみを祝福しゅくふくしたが、その声こえは聞きかれ、その祈いのりは主しゅの聖せいなるすみかである天てんに達たっした。
    

  


  


  
    第三十一章


    
      1この事ことがすべて終おわった時とき、そこにいたイスラエルびとは皆みな、ユダの町々まちまちに出でて行いって、石柱せきちゅうを砕くだき、アシラ像ぞうを切きり倒たおし、ユダとベニヤミンの全ぜん地ち、およびエフライムとマナセにある高たかき所ところと祭壇さいだんとを取とりこわし、ついにこれをことごとく破壊はかいした。そしてイスラエルの人々ひとびとはおのおのその町々まちまち、その所領しょりょうに帰かえった。
    


    
      2ヒゼキヤは祭司さいしおよびレビびとの班はんを定さだめ、班はんごとにおのおのその勤つとめに従したがって、祭司さいしとレビびとに燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいをささげさせ、主しゅの営の門もんで勤つとめをし、感謝かんしゃをし、さんびをさせた。 3また燔祭はんさいのために自分じぶんの財産ざいさんのうちから王おうの分ぶんを出だした。すなわち朝夕あさゆうの燔祭はんさいおよび安息日あんそくにち、新月しんげつ、定さだめの祭まつりなどの燔祭はんさいのために出だして、主しゅの律法りっぽうにしるされているとおりにした。 4またエルサレムに住すむ民たみに、祭司さいしとレビびとにその分ぶんを与あたえることを命めいじた。これは彼かれらをして主しゅの律法りっぽうに身みをゆだねさせるためである。 5その命令めいれいが伝つたわるやいなや、イスラエルの人々ひとびとは穀物こくもつ、酒さけ、油あぶら、蜜みつならびに畑はたけのもろもろの産物さんぶつの初物はつものを多おおくささげ、またすべての物ものの十分ぶんの一をおびただしく携たずさえて来きた。 6ユダの町々まちまちに住すんでいたイスラエルとユダの人々ひとびともまた牛うし、羊ひつじの十分ぶんの一ならびにその神かみ、主しゅにささげられた奉納物ほうのうぶつを携たずさえて来きて、これを積つみ重かさねた。 7三月がつにこれを積つみ重かさねることを始はじめ、七月がつにこれを終おわった。 8ヒゼキヤおよびつかさたちは来きて、その積つみ重かさねた物ものを見み、主しゅとその民たみイスラエルを祝福しゅくふくした。 9そしてヒゼキヤがその積つみ重かさねた物ものについて祭司さいしおよびレビびとに問とい尋たずねた時とき、 10ザドクの家いえから出でた祭司さいしの長ちょうアザリヤは彼かれに答こたえて言いった、「民たみが主しゅの宮みやに供そなえ物ものを携たずさえて来くることを始はじめてからこのかた、われわれは飽あきるほど食たべたが、たくさん残のこりました。主しゅがその民たみを恵めぐまれたからです。それでわれわれは、このように多おおくの残のこった物ものをもっているのです」。
    


    
      11そこでヒゼキヤは主しゅの宮みやのうちに室しつを設もうけることを命めいじたので、彼かれらはこれを設もうけ、 12その供そなえ物ものの十分ぶんの一および奉納物ほうのうぶつを忠実ちゅうじつに携たずさえ入いれた。これをつかさどる者もののかしらはレビびとコナニヤで、その兄弟きょうだいシメイは彼かれに次つぐ者ものとなり、 13エヒエル、アザジヤ、ナハテ、アサヘル、エレモテ、ヨザバデ、エリエル、イスマキヤ、マハテ、ベナヤらは、ヒゼキヤ王おうおよび神かみの宮みやのつかさアザリヤの任命にんめいによって、コナニヤおよびその兄弟きょうだいシメイを助たすけて、その監督かんとく者しゃとなった。 14東ひがしの門もんを守まもる者ものレビびとイムナの子こコレは、神かみにささげる自発じはつのささげ物ものをつかさどり、主しゅの供そなえ物ものおよび最もっとも聖せいなる物ものを分配ぶんぱいした。 15彼かれを助たすける者ものはエデン、ミニヤミン、エシュア、シマヤ、アマリヤおよびシカニヤで、皆みな祭司さいしの町々まちまちでその兄弟きょうだいたちに、班はんによって、老若ろうにゃくひとしく忠実ちゅうじつに分配ぶんぱいした。 16ただしすべて登録とうろくされた三歳さい以上いじょうの男子だんしで主しゅの宮みやに入いり、その班はんに従したがって日々ひびの職分しょくぶんをつくし、その受持うけもちの勤つとめをなす者ものは除のぞかれた。 17祭司さいしの登録とうろくはその氏族しぞくによってなされ、二十歳さい以上いじょうのレビびとの登録とうろくはその班はんにより、その受持うけもちにしたがってなされた。 18また祭司さいしはその幼おさな子こ、その妻つま、そのむすこ、その娘むすめ、全ぜん会衆かいしゅうと共ともに登録とうろくした。彼かれらは忠実ちゅうじつに身みを聖せいなる事ことにささげたからである。 19また町々まちまちの放牧ほうぼく地ちにおるアロンの子孫しそんである祭司さいしたちのためには、町まちごとに人ひとを名なざし選えらんで、祭司さいしのうちのすべての男おとこおよびレビびとのうちの登録とうろくされたすべての者ものに、その分ぶんを与あたえさせた。
    


    
      20ヒゼキヤはユダ全国ぜんこくにこのようにし、良よい事こと、正ただしい事こと、忠実ちゅうじつな事ことをその神かみ、主しゅの前まえに行いった。 21彼かれがその神かみを求もとめるために神かみの宮みやの務つとめにつき、律法りっぽうにつき、戒いましめについて始はじめたわざは、ことごとく心こころをつくして行おこない、これをなし遂とげた。
    

  


  


  
    第三十二章


    
      1ヒゼキヤがこれらの事ことを忠実ちゅうじつに行いった後のち、アッスリヤの王おうセナケリブが来きてユダに侵入しんにゅうし、堅固けんごな町々まちまちに向むかって陣じんを張はり、これを攻せめ取とろうとした。 2ヒゼキヤはセナケリブが来きて、エルサレムを攻せめようとするのを見みたので、 3そのつかさたちおよび勇士ゆうしたちと相談そうだんして、町まちの外そとにある泉いずみの水みずを、ふさごうとした。彼かれらはこれを助たすけた。 4多おおくの民たみは集あつまって、すべての泉いずみおよび国くにの中なかを流ながれる谷川たにがわをふさいで言いった、「アッスリヤの王おうたちがきて、多おおくの水みずを得えられるようなことをしておいていいだろうか」。 5ヒゼキヤはまた勇気ゆうきを出だして、破やぶれた城壁じょうへきをことごとく築きずき直なおして、その上うえにやぐらを建たて、その外そとにまた城壁じょうへきを巡めぐらし、ダビデの町まちのミロを堅固けんごにし、武器ぶきおよび盾たてを多おおく造つくり、 6軍ぐん長ちょうを民たみの上うえに置おき、町まちの門もんの広場ひろばに民たみを集あつめて、これを励はげまして言いった、 7「心こころを強つよくし、勇いさみたちなさい。アッスリヤの王おうをも、彼かれと共ともにいるすべての群衆ぐんしゅうをも恐おそれてはならない。おののいてはならない。われわれと共ともにおる者ものは彼かれらと共ともにおる者ものよりも大おおいなる者ものだからである。 8彼かれと共ともにおる者ものは肉にくの腕うでである。しかしわれわれと共ともにおる者ものはわれわれの神かみ、主しゅであって、われわれを助たすけ、われわれに代かわって戦たたかわれる」。民たみはユダの王おうヒゼキヤの言葉ことばに安心あんしんした。
    


    
      9この後のちアッスリヤの王おうセナケリブはその全ぜん軍ぐんをもってラキシを囲かこんでいたが、その家来けらいをエルサレムにつかわして、ユダの王おうヒゼキヤおよびエルサレムにいるすべてのユダの人ひとに告つげさせて言いった、 10「アッスリヤの王おうセナケリブはこう言いいます、『あなたがたは何なにを頼たのんでエルサレムにこもっているのか。 11ヒゼキヤは「われわれの神かみ、主しゅがアッスリヤの王おうの手てから、われわれを救すくってくださる」と言いって、あなたがたをそそのかし、飢うえと、かわきをもって、あなたがたを死しなせようとしているのではないか。 12このヒゼキヤは主しゅのもろもろの高たかき所ところと祭壇さいだんを取とり除のぞき、ユダとエルサレムに命めいじて、「あなたがたはただ一つの祭壇さいだんの前まえで礼拝れいはいし、その上うえに犠牲ぎせいをささげなければならない」と言いった者ものではないか。 13あなたがたは、わたしおよびわたしの先祖せんぞたちが、他たの国々くにぐにのすべての民たみにしたことを知しらないのか。それらの国々くにぐにの民たみの神々かみがみは、少すこしでもその国くにを、わたしの手てから救すくい出だすことができたか。 14わたしの先祖せんぞたちが滅ほろぼし尽つくしたそれらの国民こくみんのもろもろの神かみのうち、だれか自分じぶんの民たみをわたしの手てから救すくい出だすことのできたものがあるか。それで、どうしてあなたがたの神かみが、あなたがたをわたしの手てから救すくい出だすことができよう。 15それゆえ、あなたがたはヒゼキヤに欺あざむかれてはならない。そそのかされてはならない。また彼かれを信しんじてはならない。いずれの民たみ、いずれの国くにの神かみもその民たみをわたしの手て、または、わたしの先祖せんぞの手てから救すくいだすことができなかったのだから、ましてあなたがたの神かみが、どうしてわたしの手てからあなたがたを救すくいだすことができようか』」。
    


    
      16セナケリブの家来けらいは、このほかにも多おおく主しゅなる神かみ、およびそのしもべヒゼキヤをそしった。 17セナケリブはまた手紙てがみを書かき送おくって、イスラエルの神かみ、主しゅをあざけり、かつそしって言いった、「諸国しょこくの民たみの神々かみがみが、その民たみをわたしの手てから救すくい出ださなかったように、ヒゼキヤの神かみも、その民たみをわたしの手てから救すくい出ださないであろう」と。 18そして彼かれらは大声おおごえをあげ、ユダヤの言葉ことばをもって、城壁じょうへきの上うえにいるエルサレムの民たみに向むかって叫さけび、これをおどし、かつおびやかした。彼かれらは町まちを取とるためである。 19このように彼かれらがエルサレムの神かみについて語かたること、人ひとの手てのわざである地上ちじょうの民たみの神々かみがみについて語かたるようであった。
    


    
      20そこでヒゼキヤ王おうおよびアモツの子こ預言者よげんしゃイザヤは共ともに祈いのって、天てんに呼よばわったので、 21主しゅはひとりのみ使つかいをつかわして、アッスリヤ王おうの陣営じんえいにいるすべての大だい勇士ゆうしと将官しょうかん、軍ぐん長ちょうらを滅ほろぼされた。それで王おうは赤面せきめんして自分じぶんの国くにに帰かえったが、その神かみの家いえにはいった時とき、その子このひとりが、つるぎをもって彼かれをその所ところで殺ころした。 22このように主しゅは、ヒゼキヤとエルサレムの住民じゅうみんをアッスリヤの王おうセナケリブの手ておよびすべての敵てきの手てから救すくい出だし、いたる所ところで彼かれらを守まもられた。 23そこで多おおくの人々ひとびとはささげ物ものをエルサレムに携たずさえてきて主しゅにささげ、また宝物ほうもつをユダの王おうヒゼキヤに贈おくった。この後のちヒゼキヤは万国ばんこくの民たみに尊たっとばれた。
    


    
      24そのころ、ヒゼキヤは病やんで死しぬばかりであったが、主しゅに祈いのったので、主しゅはこれに答こたえて、しるしを賜たまわった。 25しかしヒゼキヤはその受うけた恵めぐみに報むくいることをせず、その心こころが高たかぶったので、怒いかりが彼かれとユダおよびエルサレムに臨のぞもうとしたが、 26ヒゼキヤはその心こころの高たかぶりを悔くいてへりくだり、またエルサレムの住民じゅうみんも同様どうようにしたので、主しゅの怒いかりは、ヒゼキヤの世よには彼かれらに臨のぞまなかった。
    


    
      27ヒゼキヤは富とみと栄誉えいよをきわめ、宝蔵ほうぞうを造つくって、金きん、銀ぎん、宝石ほうせき、香料こうりょう、盾たておよび各種かくしゅの尊たっとい器物うつわものをおさめ、 28また倉庫そうこを造つくって穀物こくもつ、酒さけ、油あぶらなどの産物さんぶつをおさめ、小屋こやを造つくって種々しゅじゅの家畜かちくを置おき、おりを造つくって羊ひつじの群むれを置おき、 29また多数たすうの町まちを設もうけ、かつ羊ひつじと牛うしをおびただしく所有しょゆうした。神かみが非常ひじょうに多おおくの貨か財ざいを彼かれに賜たまわったからである。 30このヒゼキヤはまたギホンの水みずの上うえの源みなもとをふさいで、これをダビデの町まちの西にしの方ほうにまっすぐに引ひき下くだした。このようにヒゼキヤはそのすべてのわざをなし遂とげた。 31しかしバビロンの君きみたちが使者ししゃをつかわして、この国くににあった、しるしについて尋たずねさせた時ときには、神かみは彼かれを試こころみて、彼かれの心こころにあることを、ことごとく知しるために彼かれを捨すて置おかれた。
    


    
      32ヒゼキヤのその他たの行為こういおよびその徳行とっこうは、アモツの子こ預言者よげんしゃイザヤの黙示もくしとユダとイスラエルの列れつ王おうの書しょにしるされている。 33ヒゼキヤはその先祖せんぞたちと共ともに眠ねむったので、ダビデの子孫しそんの墓はかのうちの高たかい所ところに葬ほうむられた。ユダの人々ひとびとおよびエルサレムの住民じゅうみんは皆みなその死しに当あたって彼かれに敬意けいいを表あらわした。その子こマナセが彼かれに代かわって王おうとなった。
    

  


  


  
    第三十三章


    
      1マナセは十二歳さいで王おうとなり、五十五年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめた。 2彼かれは主しゅがイスラエルの人々ひとびとの前まえから追おい払はらわれた国々くにぐにの民たみの憎にくむべき行おこないに見みならって、主しゅの目めの前まえに悪あくを行おこなった。 3すなわち、その父ちちヒゼキヤがこわした高たかき所ところを再ふたたび築きずき、またもろもろのバアルのために祭壇さいだんを設もうけ、アシラ像ぞうを造つくり、天てんの万象ばんしょうを拝おがんで、これに仕つかえ、 4また主しゅが「わが名なは永遠えいえんにエルサレムにある」と言いわれた主しゅの宮みやのうちに数個すうこの祭壇さいだんを築きずき、 5主しゅの宮みやの二つの庭にわに天てんの万象ばんしょうのために祭壇さいだんを築きずいた。 6彼かれはまたベンヒンノムの谷たにでその子こ供ともを火ひに焼やいて供そなえ物ものとし、占うらないをし、魔法まほうをつかい、まじないを行おこない、口寄くちよせと、占うらない師しを任用にんようするなど、主しゅの前まえに多おおくの悪あくを行いって、その怒いかりをひき起おこした。 7彼かれはまた刻きざんだ偶像ぐうぞうを造つくって神かみの宮みやに安置あんちした。神かみはこの宮みやについてダビデとその子こソロモンに言いわれたことがある、「わたしはこの宮みやと、わたしがイスラエルのすべての部族ぶぞくのうちから選えらんだエルサレムとに、わたしの名なを永遠えいえんに置おく。 8彼かれらがもし、わたしがすべて命めいじた事こと、すなわち、モーセが伝つたえたすべての律法りっぽうと定さだめとおきてとを慎つつしんで行おこなうならば、わたしがあなたがたの先祖せんぞのために定さだめた地ちから、重かさねてイスラエルの足あしを移うつすことをしない」と。 9マナセはこのようにユダとエルサレムの住民じゅうみんを迷まよわせ、主しゅがイスラエルの人々ひとびとの前まえに滅ほろぼされた国々くにぐにの民たみにもまさって悪あくを行おこなわせた。
    


    
      10主しゅはマナセおよびその民たみに告つげられたが、彼かれらは心こころに留とめなかった。 11それゆえ、主しゅはアッスリヤの王おうの軍勢ぐんぜいの諸しょ将しょうをこれに攻せめこさせられたので、彼かれらはマナセをかぎで捕とらえ、青銅せいどうのかせにつないで、バビロンに引ひいて行いった。 12彼かれは悩なやみにあうに及およんで、その神かみ、主しゅに願ねがい求もとめ、その先祖せんぞの神かみの前まえに大おおいに身みを低ひくくして、 13神かみに祈いのったので、神かみはその祈いのりを受うけいれ、その願ねがいを聞きき、彼かれをエルサレムに連つれ帰かえって、再ふたたび国くにに臨のぞませられた。これによってマナセは主しゅこそ、まことに神かみにいますことを知しった。
    


    
      14この後のち、彼かれはダビデの町まちの外そとの石いしがきをギホンの西にしの方ほうの谷たにのうちに築きずき、魚うおの門もんの入口いりぐちにまで及およぼし、またオペルに石いしがきをめぐらして、非常ひじょうに高たかくこれを築きずき上あげ、ユダのすべての堅固けんごな町まちに軍ぐん長ちょうを置おき、 15また主しゅの宮みやから、異邦いほうの神々かみがみおよび偶像ぐうぞうを取とり除のぞき、主しゅの宮みやの山やまとエルサレムに自分じぶんで築きずいたすべての祭壇さいだんを取とり除のぞいて、町まちの外そとに投なげ捨すて、 16主しゅの祭壇さいだんを築きずき直なおして、酬恩祭しゅうおんさいおよび感謝かんしゃの犠牲ぎせいを、その上うえにささげ、ユダに命めいじてイスラエルの神かみ、主しゅに仕つかえさせた。 17しかし民たみは、なお高たかき所ところで犠牲ぎせいをささげた。ただしその神かみ、主しゅにのみささげた。
    


    
      18マナセのそのほかの行為こうい、その神かみにささげた祈いのり、およびイスラエルの神かみ、主しゅの名なをもって彼かれに告つげた先見者せんけんしゃたちの言葉ことばは、イスラエルの列れつ王おうの記録きろくのうちにしるされている。 19またその祈いのりと、祈いのりの聞きかれた事こと、そのもろもろの罪つみと、とが、その身みを低ひくくする前まえに高たかき所ところを築きずいて、アシラ像ぞうおよび刻きざんだ像ぞうを立たてた場所ばしょなどは、先見者せんけんしゃの記録きろくのうちにしるされている。 20マナセはその先祖せんぞたちと共ともに眠ねむったので、その家いえに葬ほうむられた。その子こアモンが彼かれに代かわって王おうとなった。
    


    
      21アモンは王おうとなった時とき二十二歳さいで、二年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめた。 22彼かれはその父ちちマナセのしたように主しゅの前まえに悪あくを行おこなった。すなわちアモンはその父ちちマナセが造つくったもろもろの刻きざんだ像ぞうに犠牲ぎせいをささげて、これに仕つかえ、 23その父ちちマナセが身みを低ひくくしたように主しゅの前まえに身みを低ひくくしなかった。かえってこのアモンは、いよいよそのとがを増ました。 24その家来けらいたちは党とうを結むすんで彼かれにそむき、彼かれをその家いえで殺ころした。 25しかし国くにの民たみは、党とうを結むすんでアモン王おうにそむいた者ものどもをことごとく撃うち殺ころした。そして国くにの民たみはその子こヨシヤを王おうとなして、そのあとを継つがせた。
    

  


  


  
    第三十四章


    
      1ヨシヤは八歳さいのとき王おうとなり、エルサレムで三十一年ねんの間あいだ世よを治おさめた。 2彼かれは主しゅの良よしと見みられることをなし、その父ちちダビデの道みちを歩あゆんで、右みぎにも左ひだりにも曲まがらなかった。 3彼かれはまだ若わかかったが、その治世ちせいの第だい八年ねんに父ちちダビデの神かみを求もとめることを始はじめ、その十二年ねんには高たかき所ところ、アシラ像ぞう、刻きざんだ像ぞう、鋳いた像ぞうなどを除のぞいて、ユダとエルサレムを清きよめることを始はじめ、 4もろもろのバアルの祭壇さいだんを、自分じぶんの前まえで打うちこわさせ、その上うえに立たっていた香こうの祭壇さいだんを切きり倒たおし、アシラ像ぞう、刻きざんだ像ぞう、鋳いた像ぞうを打うち砕くだいて粉々こなごなにし、これらの像ぞうに犠牲ぎせいをささげた者ものどもの墓はかの上うえにそれをまき散ちらし、 5祭司さいしらの骨ほねをそのもろもろの祭壇さいだんの上うえで焼やき、こうしてユダとエルサレムを清きよめた。 6またマナセ、エフライム、シメオンおよびナフタリの荒あれた町々まちまちにもこのようにし、 7もろもろの祭壇さいだんをこわし、アシラ像ぞうおよびもろもろの刻きざんだ像ぞうを粉々こなごなに打うち砕くだき、イスラエル全国ぜんこくの香こうの祭壇さいだんをことごとく切きり倒たおして、エルサレムに帰かえった。
    


    
      8ヨシヤはその治世ちせいの十八年ねんに、国くにと宮みやとを清きよめた時とき、その神かみ、主しゅの宮みやを繕つくろわせようと、アザリヤの子こシャパン、町まちのつかさマアセヤおよびヨアハズの子こ史官しかんヨアをつかわした。 9彼かれらは大だい祭司さいしヒルキヤのもとへ行いって、神かみの宮みやにはいった金かねを渡わたした。これは門もんを守まもるレビびとがマナセ、エフライムおよびその他たのすべてのイスラエル、ならびにユダとベニヤミンのすべての人ひと、およびエルサレムの住民じゅうみんの手てから集あつめたものである。 10彼かれらはこれを主しゅの宮みやを監督かんとくする職工しょっこうらの手てに渡わたしたので、主しゅの宮みやで働はたらく職工しょっこうらは、これを宮みやを繕つくろい直なおすために支払しはらった。 11すなわち、大工だいくおよび建築者けんちくしゃにこれを渡わたして、ユダの王おうたちが破やぶった建物たてもののために、切きり石いしおよび骨組ほねぐみの材木ざいもくを買かわせ、梁はり材ざいを整ととのえさせた。 12その人々ひとびとは忠実ちゅうじつに仕事しごとをした。その監督かんとく者しゃはメラリの子孫しそんであるレビびとヤハテとオバデヤ、およびコハテびとの子孫しそんであるゼカリヤとメシュラムであって、工事こうじをつかさどった。また楽器がっきに巧たくみなレビびとがこれに伴ともなった。 13彼かれらはまた荷にを負おう者ものを監督かんとくし、様々さまざまの仕事しごとに働はたらくすべての者ものをつかさどった。また他たのレビびとは書記しょきとなり、役人やくにんとなり、また門衛もんえいとなった。
    


    
      14さて彼かれらが主しゅの宮みやにはいった金かねを取とりだした時とき、祭司さいしヒルキヤはモーセの伝つたえた主しゅの律法りっぽうの書しょを発見はっけんした。 15そこでヒルキヤは書記官しょきかんシャパンに言いった、「わたしは主しゅの宮みやで律法りっぽうの書しょを発見はっけんしました」と。そしてヒルキヤはその書しょをシャパンに渡わたした。 16シャパンはその書しょを王おうのもとに持もって行いき、さらに王おうに復命ふくめいして言いった、「しもべらはゆだねられた事ことをことごとくなし、 17主しゅの宮みやにあった金かねをあけて、監督かんとく者しゃの手ておよび職工しょっこうの手てに渡わたしました」。 18書記官しょきかんシャパンはまた王おうに告つげて、「祭司さいしヒルキヤはわたしに一つの書物しょもつを渡わたしました」と言いい、シャパンはそれを王おうの前まえで読よんだ。 19王おうはその律法りっぽうの言葉ことばを聞きいて衣ころもを裂さいた。 20そして王おうはヒルキヤおよびシャパンの子こアヒカムとミカの子こアブドンと書記官しょきかんシャパンと王おうの家来けらいアサヤとに命めいじて言いった、 21「あなたがたは行いって、この発見はっけんされた書物しょもつの言葉ことばについてわたしのために、またイスラエルとユダの残のこりの者もののために主しゅに問といなさい。われわれの先祖せんぞたちが主しゅの言葉ことばを守まもらず、すべてこの書物しょもつにしるされていることを行おこなわなかったので、主しゅはわれわれに大おおいなる怒いかりを注そそがれるからです」。
    


    
      22そこでヒルキヤおよび王おうのつかわした人々ひとびとは、シャルムの妻つまである女おんな預言者よげんしゃホルダのもとへ行いった。シャルムはハスラの子こであるトクハテの子こで、衣装いしょうを守まもる者ものである。時ときにホルダは、エルサレムの第だい二区くに住すんでいた。彼かれらはホルダにその趣意しゅいを語かたったので、 23ホルダは彼かれらに言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられます、『あなたがたをわたしにつかわした人ひとに告つげなさい。 24主しゅはこう仰おおせられます。見みよ、わたしはユダの王おうの前まえで読よんだ書物しょもつにしるされているもろもろののろい、すなわち災わざわいをこの所ところと、ここに住すむ者ものに下くだす。 25彼かれらはわたしを捨すてて、他たの神々かみがみに香こうをたき、自分じぶんの手てで造つくったもろもろの物ものをもって、わたしの怒いかりを引ひき起おこそうとしたからである。それゆえ、わたしの怒いかりは、この所ところに注そそがれて消きえない。 26しかしあなたがたをつかわして、主しゅに問とわせるユダの王おうにはこう言いいなさい。イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる。あなたが聞きいた言葉ことばについては、 27この所ところと、ここに住すむ者ものを責せめる神かみの言葉ことばを、あなたが聞きいた時とき、心こころに悔くい、神かみの前まえに身みをひくくし、わたしの前まえにへりくだり、衣ころもを裂さいて、わたしの前まえに泣ないたので、わたしもまた、あなたに聞きいた、と主しゅは言いわれる。 28見みよ、わたしはあなたを先祖せんぞたちのもとに集あつめる。あなたは安やすらかにあなたの墓はかに集あつめられる。あなたはわたしがこの所ところと、ここに住すむ者ものに下くだすもろもろの災わざわいを目めに見みることがない』と」。彼かれらは王おうに復命ふくめいした。
    


    
      29そこで王おうは人ひとをつかわしてユダとエルサレムの長老ちょうろうをことごとく集あつめ、 30そして王おうは主しゅの宮みやに上のぼって行いった。ユダのすべての人々ひとびと、エルサレムの住民じゅうみん、祭司さいし、レビびと、およびすべての民たみは、老おいた者ものも若わかい者ものもことごとく彼かれに従したがった。そこで王おうは主しゅの宮みやで発見はっけんした契約けいやくの書しょの言葉ことばを、ことごとく彼かれらの耳みみに読よみ聞きかせ、 31そして王おうは自分じぶんの所ところに立たって、主しゅの前まえに契約けいやくを立たて、主しゅに従したがって歩あゆみ、心こころをつくし、精神せいしんをつくして、その戒いましめと、あかしと定さだめとをまもり、この書しょにしるされた契約けいやくの言葉ことばを行おこなおうと言いい、 32エルサレムおよびベニヤミンの人々ひとびとを皆みなこれに加くわわらせた。エルサレムの住民じゅうみんは先祖せんぞの神かみであるその神かみの契約けいやくにしたがって行いった。 33ヨシヤはイスラエルの人々ひとびとに属ぞくするすべての地ちから、憎にくむべきものをことごとく取とり除のぞき、イスラエルにいるすべての人ひとをその神かみ、主しゅに仕つかえさせた。ヨシヤが世よにある日ひの間あいだは、彼かれらは先祖せんぞの神かみ、主しゅに従したがって離はなれなかった。
    

  


  


  
    第三十五章


    
      1ヨシヤはエルサレムで主しゅに過越すぎこしの祭まつりを行おこなった。すなわち正月しょうがつの十四日かに過越すぎこしの小羊こひつじをほふらせ、 2祭司さいしにその職務しょくむをとり行おこなわせ、彼かれらを励はげまして主しゅの宮みやの務つとめをさせ、 3また主しゅの聖せいなる者ものとなってすべてのイスラエルびとを教おしえるレビびとに言いった、「あなたがたはイスラエルの王おうダビデの子こソロモンの建たてた宮みやに、聖せいなる箱はこを置おきなさい。再ふたたびこれを肩かたにになうに及およばない。あなたがたの神かみ、主しゅおよびその民たみイスラエルに仕つかえなさい。 4あなたがたはイスラエルの王おうダビデの書しょ、およびその子こソロモンの書しょに基もとづいて氏族しぞくにしたがい、その班はんによって、みずから備そなえをなし、 5あなたがたの兄弟きょうだいである民たみの人々ひとびとの氏族しぞくの区分くぶんにしたがって聖所せいじょに立たち、このためにレビびとの氏族しぞくの分ぶんが欠かけることのないようにしなさい。 6あなたがたは過越すぎこしの小羊こひつじをほふり、身みを清きよめ、あなたがたの兄弟きょうだいのために備そなえをし、モーセが伝つたえた主しゅの言葉ことばにしたがって行おこないなさい」。
    


    
      7ヨシヤは、小羊こひつじおよび子こやぎを民たみの人々ひとびとに贈おくった。これは皆みなその所ところにいるすべての人ひとのための過越すぎこしの供そなえ物ものであって、その数かず三万、また雄牛おうし三千を贈おくった。それらは王おうの所有しょゆうから出だしたのである。 8そのつかさたちも民たみと祭司さいしとレビびとに真心こころから贈おくった。また神かみの宮みやのつかさたちヒルキヤ、ゼカリヤ、エヒエルも小羊こひつじと子こやぎ二千六百頭とう、牛うし三百頭とうを祭司さいしに与あたえて過越すぎこしの供そなえ物ものとした。 9またレビびとの長ちょうである人々ひとびとすなわちコナニヤおよびその兄弟きょうだいシマヤ、ネタンエルならびにハシャビヤ、エイエル、ヨザバデなども小羊こひつじと子こやぎ五千頭とう、牛うし五百頭とうをレビびとに贈おくって過越すぎこしの供そなえ物ものとした。
    


    
      10このように勤つとめのことが備そなわったので、王おうの命いのちに従したがって祭司さいしたちはその持もち場ばに立たち、レビびとはその班はんに従したがって仕つかえ、 11やがて過越すぎこしの小羊こひつじがほふられたので、祭司さいしはその血ちを受うけ取とって注そそいだ。レビびとはその皮かわをはいだ。 12それから燔祭はんさいの物ものをとり分わけ、それを民たみの人々ひとびとの氏族しぞくの区分くぶんに従したがって渡わたし、主しゅにささげさせた。これはモーセの書しょにしるされたとおりである。また牛うしをもこのようにした。 13そして定さだめに従したがって過越すぎこしの小羊こひつじを火ひであぶり、その他たの聖せいなる供そなえ物ものを深ふかなべ、かま、浅あさなべなどに煮にて、急いそいですべての民たみの人々ひとびとにくばった。 14その後のち、彼かれらは自分じぶんのためと、祭司さいしたちのために備そなえをした。アロンの子孫しそんである祭司さいしたちは、燔祭はんさいと脂肪しぼうをささげるのに忙いそがしくて、夜よるになったからである。それでレビびとは自分じぶんたちのためと、アロンの子孫しそんである祭司さいしたちのために備そなえたのである。 15アサフの子孫しそんである歌うたうたう者ものたちは、ダビデ、アサフ、ヘマンおよび王おうの先見者せんけんしゃエドトンの命いのちに従したがってその持もち場ばにおり、門衛もんえいたちはおのおの門もんにいて、その職務しょくむを離はなれるに及およばなかった。兄弟きょうだいであるレビびとが彼かれらのために備そなえたからである。
    


    
      16このようにその日ひ、主しゅの勤つとめの事ことがことごとく備そなわったので、ヨシヤ王おうの命いのちに従したがって過越すぎこしの祭まつりを行おこない、主しゅの祭壇さいだんに燔祭はんさいをささげた。 17ここに来きていたイスラエルの人々ひとびとは、そのとき過越すぎこしの祭まつりを行おこない、また七日なぬかの間あいだ、種たね入いれぬパンの祭まつりを行おこなった。 18預言者よげんしゃサムエルの日ひからこのかた、イスラエルでこのような過越すぎこしの祭まつりを行おこなったことはなかった。またイスラエルの諸王しょおうのうちには、ヨシヤが、祭司さいし、レビびと、ならびにそこに来きたユダとイスラエルのすべての人々ひとびと、およびエルサレムの住民じゅうみんと共ともに行いったような過越すぎこしの祭まつりを行おこなった者ものはひとりもなかった。 19この過越すぎこしの祭まつりはヨシヤの治世ちせいの第だい十八年ねんに行おこなわれた。
    


    
      20このようにヨシヤが宮みやを整ととのえた後のち、エジプトの王おうネコはユフラテ川かわのほとりにあるカルケミシで戦たたかうために上のぼってきたので、ヨシヤはこれを防ふせごうと出でて行いった。 21しかしネコは彼かれに使者ししゃをつかわして言いった、「ユダの王おうよ、われわれはお互たがいに何なにのあずかるところがありますか。わたしはきょう、あなたを攻せめようとして来きたのではありません。わたしの敵てきの家いえを攻せめようとして来きたのです。神かみがわたしに命めいじて急いそがせています。わたしと共ともにおられる神かみに逆さからうことをやめなさい。そうしないと、神かみはあなたを滅ほろぼされるでしょう」。 22しかしヨシヤは引ひき返かえすことを好このまず、かえって彼かれと戦たたかうために、姿すがたを変かえ、神かみの口くちから出でたネコの言葉ことばを聞ききいれず、行いってメギドの谷たにで戦たたかったが、 23射手しゃしゅの者ものどもがヨシヤを射いあてたので、王おうはその家来けらいたちに、「わたしを助たすけ出だせ。わたしはひどく傷きずついた」と言いった。 24そこで家来けらいたちは彼かれを車くるまから助たすけ出だし、王おうのもっていた第だい二の車くるまに乗のせてエルサレムにつれて行いったが、ついに死しんだので、その先祖せんぞの墓はかにこれを葬ほうむった。そしてユダとエルサレムは皆みなヨシヤのために悲かなしんだ。 25時ときにエレミヤはヨシヤのために哀歌あいかを作つくった。歌うたうたう男おとこ、歌うたうたう女おんなは今日こんにちに至いたるまで、その哀歌あいかのうちにヨシヤのことを述のべ、イスラエルのうちにこれを例れいとした。これは哀歌あいかのうちにしるされている。 26ヨシヤのその他たの行為こうい、主しゅの律法りっぽうにしるされた所ところに従したがって行いった徳行とっこう、 27およびその始終しじゅうの行おこないなどは、イスラエルとユダの列れつ王おうの書しょにしるされている。
    

  


  


  
    第三十六章


    
      1国くにの民たみはヨシヤの子こエホアハズを立たて、エルサレムでその父ちちに代かわって王おうとならせた。 2エホアハズは王おうとなった時とき二十三歳さいで、エルサレムで三月つきの間あいだ、世よを治おさめたが、 3エジプトの王おうはエルサレムで彼かれを廃はいし、かつ銀ぎん百タラント、金きん一タラントの罰金ばっきんを国くにに課かした。 4そしてエジプト王おうは彼かれの兄弟きょうだいエリアキムをユダとエルサレムの王おうとし、その名なをエホヤキムと改あらため、その兄弟きょうだいエホアハズを捕とらえてエジプトへ引ひいて行いった。
    


    
      5エホヤキムは王おうとなった時とき二十五歳さいで、十一年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめた。彼かれはその神かみ、主しゅの前まえに悪あくを行おこなった。 6時ときに、バビロンの王おうネブカデネザルが彼かれの所ところに攻せめ上のぼり、彼かれをバビロンに引ひいて行いこうとして、かせにつないだ。 7ネブカデネザルはまた主しゅの宮みやの器物うつわものをバビロンに運はこんで行いって、バビロンにあるその宮殿きゅうでんにそれをおさめた。 8エホヤキムのその他たの行為こうい、その行いった憎にくむべき事ことおよび彼かれがひそかに行いった事ことなどは、イスラエルとユダの列れつ王おうの書しょにしるされている。その子こエホヤキンが彼かれに代かわって王おうとなった。
    


    
      9エホヤキンは王おうとなった時とき八歳さいで、エルサレムで三月つきと十日かの間あいだ、世よを治おさめ、主しゅの前まえに悪あくを行おこなった。 10年としが改あらたまり春はるになって、ネブカデネザル王おうは人ひとをつかわして、彼かれを主しゅの宮みやの尊たっとい器物うつわものと共ともにバビロンに連つれて行いかせ、その兄弟きょうだいゼデキヤをユダとエルサレムの王おうとした。
    


    
      11ゼデキヤは王おうとなった時とき二十一歳さいで、十一年ねんの間あいだエルサレムで世よを治おさめた。 12彼かれはその神かみ、主しゅの前まえに悪あくを行おこない、主しゅの言葉ことばを伝つたえる預言者よげんしゃエレミヤの前まえに、身みをひくくしなかった。 13彼かれはまた、彼かれに神かみをさして誓ちかわせたネブカデネザル王おうにもそむいた。彼かれは強情ごうじょうで、その心こころをかたくなにして、イスラエルの神かみ、主しゅに立たち返かえらなかった。 14祭司さいしのかしらたちおよび民たみらもまた、すべて異邦人いほうじんのもろもろの憎にくむべき行為こういにならって、はなはだしく罪つみを犯おかし、主しゅがエルサレムに聖別せいべつしておかれた主しゅの宮みやを汚けがした。
    


    
      15その先祖せんぞの神かみ、主しゅはその民たみと、すみかをあわれむがゆえに、しきりに、その使者ししゃを彼かれらにつかわされたが、 16彼かれらが神かみの使者ししゃたちをあざけり、その言葉ことばを軽かろんじ、その預言者よげんしゃたちをののしったので、主しゅの怒いかりがその民たみに向むかって起おこり、ついに救すくうことができないようになった。
    


    
      17そこで主しゅはカルデヤびとの王おうを彼かれらに攻せめこさせられたので、彼かれはその聖所せいじょの家いえでつるぎをもって若者わかものたちを殺ころし、若者わかものをも、処女しょじょをも、老人ろうじんをも、しらがの者ものをもあわれまなかった。主しゅは彼かれらをことごとく彼かれの手てに渡わたされた。 18彼かれは神かみの宮みやのもろもろの大小だいしょうの器物うつわもの、主しゅの宮みやの貨か財ざい、王おうとそのつかさたちの貨か財ざいなど、すべてこれをバビロンに携たずさえて行いき、 19神かみの宮みやを焼やき、エルサレムの城壁じょうへきをくずし、そのうちの宮殿きゅうでんをことごとく火ひで焼やき、そのうちの尊たっとい器物うつわものをことごとくこわした。 20彼かれはまたつるぎをのがれた者ものどもを、バビロンに捕とらえて行いって、彼かれとその子こらの家来けらいとなし、ペルシャの国くにの興おこるまで、そうして置おいた。 21これはエレミヤの口くちによって伝つたえられた主しゅの言葉ことばの成就じょうじゅするためであった。こうして国くにはついにその安息あんそくをうけた。すなわちこれはその荒あれている間あいだ、安息あんそくして、ついに七十年ねんが満みちた。
    


    
      22ペルシャ王おうクロスの元年がんねんに当あたり、主しゅはエレミヤの口くちによって伝つたえた主しゅの言葉ことばを成就じょうじゅするため、ペルシャ王おうクロスの霊れいを感動かんどうされたので、王おうはあまねく国中くにぢゅうにふれ示しめし、またそれを書かき示しめして言いった、 23「ペルシャの王おうクロスはこう言いう、『天てんの神かみ、主しゅは地上ちじょうの国々くにぐにをことごとくわたしに賜たまわって、主しゅの宮みやをユダにあるエルサレムに建たてることをわたしに命めいじられた。あなたがたのうち、その民たみである者ものは皆みな、その神かみ、主しゅの助たすけを得えて上のぼって行いきなさい』」。
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